
　
　
　
道
修
町
三
丁
目
「
諸
事
書
上
帳
」
第
五
冊
の
一

野
　
高
　
宏
　
之

正
月
十
一
日
の
業
務

　

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
は
正
月
十
一
日
付
の
文
書
が
四
通
記

録
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
道
修
町
三
丁
目
の
町
年
寄
が
調
査
し
北

組
惣
年
寄
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
①
町
内
の
蔵
屋
敷
の
有
無
②

町
内
大
道
道
幅
③
家
数
・
役
数
④
蔵
屋
敷
登
り
米
高
。
こ
の
う
ち

①
②
は
「
諸
事
書
上
帳
」
で
初
見
。
④
は
飢
饉
に
よ
る
米
不
足
が

深
刻
な
天
明
年
間
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
③
は
恒
例
の
調
査
で
あ

る
。例
年
は
二
月
と
八
月
に
町
年
寄
が
惣
年
寄
に
報
告
し
て
い
る
。

た
だ
し
前
年
の
天
明
七
年
の
「
諸
事
書
上
帳
」
に
は
八
月
の
報
告

が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
天
明
八
年
に
限
っ
て
は
正

月
に
報
告
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
年
、
大
坂
町
奉
行
所
と
惣
会
所
の
仕
事
始
め
で
あ
る
正
月

十
一
日
に
惣
年
寄
宛
の
報
告
書
が
集
中
し
て
い
る
理
由
は
不
明
で

あ
る
。
ち
な
み
に
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
正
月
に
も
十
二
日
か

ら
十
六
日
に
か
け
て
町
年
寄
が
惣
年
寄
に
①
蔵
屋
敷
登
米
高
②
家

数
・
役
数
③
町
役
と
年
貢
の
両
方
を
負
担
す
る
町
と
そ
の
理
由
④

間
口
三
〇
間
以
上
の
家
屋
敷
の
件
数
と
名
義
人
の
名
前
⑤
蔵
屋
敷

と
そ
れ
に
付
属
す
る
家
屋
敷
・
借
家
の
五
点
を
調
査
し
報
告
し
て

い
る
（
本
誌
三
六
号
、
三
・
四
頁
）。

天
明
八
年
の
京
都
大
火

　

天
明
八
年
正
月
三
十
日
か
ら
鴨
川
東
の
宮
川
町
か
ら
出
火
、
火
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災
は
広
範
囲
に
広
が
り
二
月
二
日
に
鎮
火
し
た
。
焼
失
地
域
は
千

四
百
二
十
四
町
、
焼
失
家
屋
は
三
万
六
千
七
百
九
十
七
軒
、
寺
院

二
百
一
カ
寺
、
神
社
三
十
七
。
御
所
や
二
条
城
ま
で
類
焼
し
た
。

　

京
都
の
大
火
に
関
連
し
て
、
大
坂
で
は
以
下
の
町
触
が
出
て
い

る
。

①
二
月
四
日　
　

火
之
元
用
心
（
達
九
二
三
）

②
同　

六
日　
　

�

火
之
元
用
心
、
盗
賊
悪
党
者
召
捕
方
、
昼
番
・

夜
番
励
行
を
指
示
（
触
三
九
三
七
）

③　
　

七
日　
　

板
材
木
売
出
禁
止
（
補
達
二
五
〇
）

④　
　

十
日　
　

材
木
売
出
し
禁
止
を
解
く
（
補
達
二
五
一
）

⑤
二
十
七
日　
　

京
都
へ
の
諸
色
運
送
差
支
な
し（
触
三
四
四
一
）

⑥
同　
　

日　
　

�

京
都
大
火
に
便
乗
し
て
諸
色
値
上
げ
の
禁
止

（
触
三
四
四
二
）

⑦
三
月
三
日　
　

檜
材
木
売
買
禁
止
（
触
三
四
四
四
）

⑧
同　
　

日　
　

�

諸
色
高
値
売
出
禁
止
・
京
都
へ
施
行
等
口
達（
達

九
二
四
）

⑨
四
月
十
日　
　

日
用
米
の
節
約
を
奨
励
（
触
三
四
五
三
）

　

火
災
発
生
当
初
は
治
安
の
維
持
、
数
日
後
か
ら
は
復
興
に
必
要

な
建
築
資
材
（
材
木
）
の
安
定
供
給
を
幕
府
が
重
視
し
た
こ
と
が
、

こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。

高
原
溜
　
高
原
小
家

　

町
内
行
倒
人
を
高
原
小
家
に
送
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
永
二

（
一
七
七
三
）
年
こ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
道
修
町
三
丁
目
で
は
天
明

八
年
に
行
倒
人
を
高
原
小
家
に
送
っ
た
の
が
最
初
の
事
例
で
あ
る

（
本
誌
二
五
頁
）。
高
原
小
家
は
野
非
人
の
収
容
施
設
で
あ
り
、
野

非
人
を
取
り
締
ま
る
四
ケ
所
の
詰
所
が
置
か
れ
、
ま
た
大
坂
町
奉

行
所
の
仮
牢
の
よ
う
な
役
割
も
持
っ
て
い
た
。
東
横
堀
川
に
か
か

る
末
吉
橋
を
東
へ
進
み
、
松
屋
町
裏
町
の
東
側
が
高
原
。
そ
の
西

南
隅
に
所
在
し
た
。

　

野
非
人
の
収
容
小
屋
は
最
初
、
高
津
神
社
の
裏
手
に
建
て
ら
れ

た
。
寛
文
十
（
一
六
七
○
）
年
の
こ
と
で
あ
る
（
内
田
九
州
男

「
近
世
非
人
論
」『
部
落
史
の
研
究
前
近
代
篇
』
部
落
問
題
研
究
所
、

一
九
七
八
年
）。
そ
の
後
、
大
坂
市
中
の
野
非
人
を
収
容
す
る
た

め
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
、
高
原
に
移
し
、
一
間
半
に
一
間

の
小
屋
を
一
三
二
軒
建
て
、
一
二
〇
〇
人
余
の
野
非
人
を
収
容
し
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た
（「
大
坂
三
郷
記
録
」「
地
方
役
手
鑑
」）。

　

小
規
模
・
多
数
の
小
家
か
ら
、
大
規
模
な
施
設
に
な
っ
た
の
は

天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
建
て
替
え
費
用

は
三
郷
町
人
が
負
担
し
た
（
補
達
一
八
六
、
参
考
八
六
）。
建
て

替
え
の
理
由
は
小
屋
が
大
破
し
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、
安
永

年
間
に
行
倒
野
非
人
を
収
容
す
る
よ
う
に
な
り
、
施
設
の
拡
張
が

必
要
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

十
一
品
諸
荷
物
の
報
告

　

大
坂
で
は
米
・
酒
・
醤
油
・
炭
・
薪
・
味
噌
・
水
油
・
木
綿
・

繰
綿
・
魚
油
・
塩
の
一
一
品
の
調
査
を
行
っ
た
。
惣
年
寄
の
担
当

で
あ
り
、
二
月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月
の
年
四
回
、
個
別
町
か

ら
惣
会
所
に
報
告
さ
れ
た
。
廻
船
会
所
か
ら
下
書
の
帳
面
が
渡
さ

れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
江
戸
に
提
出
す
る
原
本
と
控
帳
を
作
成
し
提

出
し
た
。
こ
の
帳
面
は
経
師
を
雇
い
清
書
し
箱
を
仕
立
て
て
納
め

る
も
の
で
、
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
た
。
そ
の
た
め
文
化
六
（
一

八
〇
九
）
年
頃
か
ら
、
帳
面
の
提
出
は
二
月
と
八
月
の
年
二
回
に

簡
略
化
し
た
。
そ
れ
で
も
文
政
年
間
、
南
組
で
は
こ
の
経
費
に
銀

五
〇
匁
余
か
か
っ
た
。
さ
ら
に
帳
面
仕
立
て
料
と
し
て
廻
船
会
所

に
五
三
八
匁
余
を
支
払
っ
て
い
る
（「
惣
会
所
年
中
行
司
」
大
阪

府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
三
津
家
文
書
）。

薬
種
中
買
仲
間
の
休
株
の
事
例

　

天
明
八
年
二
月
、
道
修
町
三
丁
目
の
借
屋
人
近
江
屋
利
八
は
主

家
近
江
屋
忠
右
衛
門
の
手
代
と
し
て
代
判
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

近
江
屋
利
八
は
安
永
七
年
に
近
江
屋
み
ち
か
ら
薬
種
中
買
株
を

買
得
し
た
。
た
だ
し
こ
の
株
は
安
永
六
年
六
月
に
み
ち
が
父
利
兵

衛
か
ら
相
続
す
る
が
九
月
に
休
業
し
、
株
は
仲
間
が
保
管
中
で
あ

っ
た
。
利
八
は
こ
の
休
株
を
取
得
し
た
の
で
あ
る
。
利
八
は
寛
政

元
（
一
七
八
九
）
年
に
病
死
す
る
ま
で
近
江
屋
忠
右
衛
門
の
代
判

人
で
あ
り
同
時
に
仲
間
株
を
保
持
し
て
い
た
（
宝
暦
九
年
と
天
明

元
年
の
「
薬
種
中
買
仲
間
人
数
帳
」
道
修
町
文
書
一
〇
三
〇
〇
五
・

一
〇
三
〇
〇
八
。野
高
宏
之
・
佐
藤
敏
江
編『
道
修
町
文
書
近
世
編
』

第
二
巻
、
道
修
町
資
料
保
存
会
、
平
成
二
八
年
に
翻
刻
）。
つ
ま

り
天
明
八
年
当
時
、
近
江
屋
利
八
は
薬
種
中
買
仲
間
で
あ
り
な
が

三
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ら
、
同
じ
株
仲
間
で
あ
る
近
江
屋
忠
右
衛
門
店
の
手
代
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

当
時
、
近
江
屋
利
八
は
町
内
に
あ
る
賀
儀
屋
（
鍵
屋
）
平
兵
衛

名
義
の
借
屋
に
居
住
し
て
い
た
。
薬
種
中
買
仲
間
の
条
件
は
道
修

町
三
丁
（
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
）
の
表
通
り
で
開
業
す
る
こ
と
で

あ
る
。し
か
し
休
業
す
る
と
表
通
り
の
店
は
閉
め
る
こ
と
に
な
る
。

町
内
に
店
を
閉
め
て
い
る
所
が
あ
る
と
寂
れ
た
印
象
を
与
え
る
。

そ
の
た
め
大
坂
で
は
表
通
り
に
更
地
・
空
き
屋
・
営
業
し
て
い
な

い
店
が
あ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に
お
ち
い
っ
た

所
有
者
は
家
屋
敷
を
明
け
渡
し
横
町
の
借
屋
に
転
居
し
た
の
で
あ

る
。

　

近
江
屋
利
八
は
休
株
を
取
得
し
た
の
に
、
表
通
り
で
開
業
し
て

い
な
い
。
道
修
町
三
丁
の
表
通
り
に
店
を
持
つ
と
い
う
条
件
を
満

た
し
て
い
な
い
。

　

小
西
治
（
次
）
右
衛
門
も
薬
種
中
買
仲
間
で
あ
る
。
明
和
七
年

頃
ま
で
持
家
で
営
業
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
持
家
を
退
き
、
浅

井
以
敬
が
所
有
す
る
借
屋
に
居
住
し
て
い
る
。
宝
暦
九
年
の
「
薬

種
中
買
仲
間
人
数
帳
」
で
確
認
す
る
と
、
次
右
衛
門
は
休
株
の
手

続
き
を
と
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
借
屋
は
表
通
り
に
あ
り
、
薬

種
中
買
の
店
を
開
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。「
諸
事
書
上
帳
」
に

は
「
町
内
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
持
家
は
売
却
せ
ず
、
他

の
薬
種
中
買
仲
間
に
貸
与
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
か
ら
次
の
四
点
が
推
測
で
き
る
。
第
一
に
休
株
の
場
合
、

一
定
の
要
件
を
み
た
せ
ば
表
通
り
に
家
屋
敷
を
持
た
な
く
て
も
購

入
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
条
件
と
は
株
仲

間
所
有
者
の
同
族
か
長
年
勤
め
た
奉
公
人
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
近
江
屋
利
八
は
こ
の
二
つ
の
条
件
に
合
致
す
る
。
主
家
の
代

判
人
に
な
る
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
別
家
独
立
の
条
件
は
整
の
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
別
家
は
脇
店
か
ら
始
め
る
の
が
一
般
的
で
あ

る
。
薬
種
中
買
仲
間
は
天
明
二
年
に
神
農
講
を
作
っ
て
脇
店
を
組

織
し
た
。近
江
屋
利
八
は
す
で
に
仲
間
株
を
取
得
し
て
い
た
の
で
、

神
農
講
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
持
家
で

営
業
し
て
い
る
薬
種
中
買
は
、
何
ら
か
の
事
情
で
借
屋
に
転
居
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
持
家
は
借
屋
と
し
て
同
業
者
に
貸
与
で
き

る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
間
、
一
定
の
家
賃
収
入
が
期
待
で
き
た

こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
株
を
取
得
し
て
い
る
者
で
も
自
ら
開
業
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し
て
い
な
い
場
合
は
、
脇
店
な
ど
で
は
な
く
、
他
の
薬
種
中
買
仲

間
の
奉
公
人
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

水
帳
の
張
紙

　

二
月
十
九
日
付
で
町
年
寄
が
町
人
に
か
か
わ
る
変
更
内
容
を
町

奉
行
所
地
方
役
・
同
寺
社
方
役
・
町
惣
代
に
提
出
し
て
い
る
。
地

方
役
へ
は
町
内
で
保
管
す
る
水
帳
に
張
紙
を
す
る
こ
と
の
許
可
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
寺
社
方
役
へ
は
町
内
で
保
管
す
る
宗
旨
巻

に
脇
書
を
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
町
惣
代
へ

は
町
奉
行
所
地
方
役
所
で
保
管
さ
れ
て
い
る
道
修
町
三
丁
目
水
帳

の
記
載
内
容
を
変
更
す
る
張
紙
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
地
方
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
水
帳
の
内
容
変
更
は
、
町

役
人
が
町
奉
行
所
に
出
向
い
て
行
う
の
で
は
な
く
、
変
更
内
容
を

記
載
し
た
張
紙
を
町
役
人
か
ら
受
け
取
っ
た
地
方
役
下
役
町
惣
代

が
、
該
当
す
る
町
の
水
帳
を
出
納
し
て
そ
の
張
紙
を
添
付
し
た
こ

と
か
ら
本
史
料
か
ら
確
認
で
き
た
。
な
お
、
道
修
町
三
丁
目
で
は

水
帳
の
張
紙
を
町
内
か
ら
町
惣
代
に
持
参
す
る
こ
と
は
、
す
で
に

元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
の
史
料
か
ら
も
確
認
で
き
る
（
内
田
九

州
男
『
道
修
町
三
丁
目
丁
代
日
誌
』
解
題
、『
大
阪
市
史
史
料
集
』

第
六
二
輯
、
二
〇
〇
四
年
）。

御
用
場

　

大
坂
で
は
原
則
と
し
て
主
家
を
も
つ
武
士
身
分
の
者
が
町
人
地

に
宿
泊
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
本
史
料
の
二
月

二
十
九
日
の
記
事
を
み
る
と
、
天
明
六
年
二
月
か
ら
同
八
年
二
月

ま
で
の
約
二
年
間
、
津
山
藩
家
中
の
者
が
道
修
町
三
丁
目
の
借
屋

人
の
家
を
旅
宿
に
し
て
お
り
、
三
月
か
ら
は
平
野
町
三
丁
目
の
借

屋
に
宿
替
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
半
に
な
る

と
、
何
ら
か
の
事
情
で
町
家
に
武
士
が
短
期
・
長
期
滞
在
す
る
ケ

ー
ス
が
現
れ
る
。

　

蔵
屋
敷
を
除
き
、
諸
藩
に
所
属
す
る
武
士
が
三
郷
内
に
宿
泊
す

る
事
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
御
用
宿
や
貸
座
敷
を
紹
介
し
て
き

た
が
、
こ
の
ほ
か
に
御
用
場
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
大
坂
に
蔵
屋

敷
を
持
て
な
い
大
名
家
が
三
郷
の
掛
屋
敷
を
御
用
場
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
松
代
藩
真
田
家
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
藤
尾
隆

志
・
薮
田
寛
「
松
代
藩
真
田
家
大
坂
御
用
場
関
係
文
書
に
つ
い
て

五
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ー
津
田
秀
夫
文
庫
文
書
目
録
四
」『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第

一
二
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

　

津
山
藩
は
土
佐
堀
二
丁
目
に
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
松
代
藩
の
場
合

と
は
異
な
る
。
し
か
し
蔵
屋
敷
が
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
事
情
で

町
人
地
に
長
期
滞
在
す
る
武
士
が
お
り
、
そ
の
需
要
に
応
え
る
町

人
も
現
れ
た
こ
と
が
本
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

鉛
問
屋
と
仲
買

　

鉛
は
一
部
を
輸
入
に
た
よ
っ
た
が
大
半
は
国
内
の
鉱
山
で
産
出

し
た
。
鉛
の
用
途
は
金
・
銀
・
銅
の
製
錬
が
主
な
も
の
で
あ
っ

た
。
精
銅
の
生
産
地
で
あ
る
大
坂
で
は
銅
吹
屋
が
鉛
を
多
く
使
用

し
た
。
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
五
月
に
幕
府
は
鉛
を
大
坂
の
銅

吹
屋
一
手
買
い
入
れ
と
す
る
（『
大
阪
市
史
』
第
一　

七
九
三
頁
。

町
触
一
八
二
四
）。
鉛
は
銅
吹
屋
か
ら
売
り
出
す
。
吉
野
屋
町
の

銅
吹
屋
会
所
で
売
り
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
鉛
の
市
場
は
大
坂
が

最
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
丹
や
白
粉
の
原
料
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。

　

天
明
八
年
三
月
に
大
坂
市
中
の
鉛
問
屋
・
同
中
買
人
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
（
本
誌
二
〇
頁
）。
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
翌
四
月
、

諸
鉱
山
の
出
銅
が
少
な
い
の
で
、
幕
府
は
銅
座
以
外
で
銅
を
売
却

し
た
り
、
囲
置
や
質
入
を
禁
止
し
て
い
る
（『
大
阪
編
年
史
』
一

三
巻
、三
一
頁
）。全
国
の
荒
銅
産
出
が
減
少
し
た
こ
と
が
原
因
で
、

大
坂
に
入
荷
す
る
鉛
荷
物
や
製
品
と
し
て
の
鉛
の
生
産
や
流
通
が

滞
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

大
坂
の
火
罪
（
火
刑
）
と
薪
・
柴

　

藤
井
嘉
雄
『
大
坂
町
奉
行
と
刑
罰
』
に
よ
る
と
、
天
明
八
年
に

は
火
罪
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
（
二
七
六
頁
）、
本
史
料
に
よ
る

と
二
月
十
一
日
に
火
罪
が
執
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

　

放
火
に
対
す
る
処
罰
は
Ａ
物
取
り
を
と
も
な
う
放
火
、
Ｂ
物
取

り
を
と
も
な
わ
な
い
放
火
、
Ｃ
乱
心
者
・
暗
愚
の
者
の
放
火
に
よ

っ
て
異
な
る
。
Ａ
と
Ｂ
に
共
通
す
る
の
は
放
火
場
所
と
放
火
犯
の

居
所
と
三
郷
町
中
で
引
き
回
し
た
の
ち
、
御
仕
置
場
（
飛
田
ま
た

は
野
江
刑
場
）で
の
火
刑
の
執
行
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
捨
札（
罪

人
の
氏
名
・
年
齢
・
罪
状
を
記
し
た
高
札
）
の
数
で
あ
る
。
Ｂ
が

刑
場
の
み
で
あ
る
の
に
た
い
し
、Ａ
は
刑
場
の
ほ
か
日
本
橋
南
詰
、
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高
麗
橋
西
詰
、大
和
街
道
口
（
平
野
口
町
）、京
街
道
口
（
野
田
町
）、

西
国
街
道
口
（
北
木
幡
町
）
の
六
か
所
に
掲
示
す
る
。
一
方
、
Ｃ

は
刑
は
執
行
せ
ず
、親
類
へ
引
き
渡
し
押
し
込
め
と
な
る
。
ま
た
、

火
刑
と
な
る
べ
き
者
が
町
奉
行
所
牢
内
で
死
亡
し
た
場
合
、
罪
人

が
生
き
て
い
れ
ば
火
刑
と
し
た
こ
と
を
記
し
た
捨
札
を
建
て
、
死

骸
は
取
り
捨
て
と
し
た
。

　

火
刑
執
行
に
先
立
っ
て
、
罪
人
を
高
麗
橋
東
詰
浜
で
三
日
肆
に

処
し
た
。
船
手
奉
行
管
轄
の
罪
人
の
場
合
は
安
治
川
口
で
行
う
。

肆
刑
が
執
行
さ
れ
る
町
内
（
高
麗
橋
東
詰
の
場
合
、
内
両
替
町
と

高
麗
橋
一
丁
目
）に
担
当
与
力
が
指
示
し
て
小
屋
掛
け
を
さ
せ
る
。

こ
の
費
用
は
三
郷
全
体
の
負
担
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

縄
打
ち
し
た
罪
人
に
捨
札
と
長
道
具
を
持
た
せ
、
東
町
奉
行
所
の

牢
屋
か
ら
肆
小
屋
ま
で
移
動
。
小
屋
の
脇
に
長
道
具
と
捨
札
を
建

て
、
小
屋
内
に
囚
人
を
入
れ
て
さ
ら
す
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
警

護
は
東
西
両
町
奉
行
所
同
心
が
四
人
ず
つ
行
う
。
ま
た
担
当
与
力

も
毎
日
見
回
り
に
く
る
。
長
道
具
・
捨
札
の
準
備
、
罪
人
の
縄
取
、

三
日
肆
で
の
人
払
い
は
役
人
村
の
者
が
行
う
。

　

火
刑
の
仕
方
は
江
戸
と
大
坂
で
異
な
る
。
江
戸
で
は
火
罪
柱
に

罪
人
を
縛
り
付
け
る
。
一
方
、
大
坂
で
は
罪
人
の
の
ど
に
鎖
付
き

の
鉄
輪
を
は
め
、そ
の
鎖
を
三
尺
ほ
ど
延
ば
し
て
柱
に
取
り
付
け
、

柱
の
周
囲
に
薪
・
柴
を
積
み
上
げ
、
風
上
か
ら
点
火
す
る
の
で
あ

る
。

　

こ
れ
に
使
用
す
る
鉄
輪
と
鎖
は
事
前
に
鍛
冶
屋
町
と
関
町
に
命

じ
て
作
ら
せ
牢
屋
敷
に
取
り
寄
せ
て
お
く
。
ま
た
柱
と
捨
札
用
の

竹
は
十
人
材
木
屋
に
準
備
さ
せ
る
。
捨
札
と
紙
幟
は
町
奉
行
所
の

惣
代
部
屋
で
作
り
、
翌
朝
、
町
奉
行
所
を
通
じ
て
役
人
村
の
者
へ

渡
す
。
火
刑
に
使
用
す
る
薪
と
柴
は
三
郷
の
負
担
で
あ
る
。
各
町

は
公
役
一
役
に
つ
き
薪
一
本
、
柴
一
束
ず
つ
用
意
し
、
町
代
が
刑

場
ま
で
持
参
す
る
。町
代
配
下
の
若
き
者
が
各
町
か
ら
受
け
取
り
、

役
人
村
の
者
へ
渡
す
。
こ
の
た
め
役
人
村
か
ら
は
事
前
に
一
〇
人

ほ
ど
の
者
が
出
て
、
掃
除
を
済
ま
せ
て
お
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
火
刑
当
日
に
使
用
す
る
物
品
は
町
惣
代
が
取
り
ま
と
め
役
と
な

っ
て
い
る
。

　

な
お
、
捨
札
は
処
刑
当
日
の
朝
、
刑
場
に
捨
札
を
建
て
る
町
の

町
年
寄
を
集
め
て
渡
す
。
最
後
に
、
火
刑
後
三
日
間
は
死
体
を
さ

ら
す
た
め
、
役
人
村
の
者
が
警
備
に
あ
た
り
、
四
日
目
に
捨
札
と

七
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遺
体
を
役
人
村
の
者
が
処
理
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
火
罪
の
執
行
に
際
し
て
は
三
郷
の
諸
集
団
が
役
負

担
を
し
、
と
り
わ
け
薪
と
柴
に
関
し
て
は
三
郷
全
体
で
負
担
す
る

制
度
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
が
何
か
は
今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
（
藤
井
嘉
雄
『
大
阪
町
奉
行
所
と
刑
罰
』。「
御
除
日
并
御
仕

置
心
得
覚
書
」「
御
問
合
之
内
三
ケ
条
大
下
書
」。
い
ず
れ
も
神
戸

市
立
博
物
館
所
蔵
。『
大
阪
市
史
史
料
』
第
四
三
輯
、
一
九
九
五

年
に
翻
刻
）。

　
　
　
　

凡　
　

例

一�

、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
が
所
蔵
す
る
道
修
町
三
丁
目
文

書
、
目
録
番
号
二
七
四
「
諸
事
書
上
帳
」
一
九
冊
の
第
五
冊
、

天
明
八
年
「
諸
用
書
上
控
」
の
う
ち
、
正
月
か
ら
四
月
ま
で
の

記
事
を
収
め
た
。

一�

、
旧
漢
字
は
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
〆
（
貫
）・
〆

（
し
め
）・
ゟ
（
よ
り
）・
躰
（
体
）
や
人
名
の
一
部
は
そ
の
ま

ま
使
用
し
た
。

一�

、
異
体
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
一
部
残
し

た
も
の
も
あ
る
。

一�

、
か
な
文
字
は
現
行
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
て
い
る

が
、
江
（
へ
）・
而
（
て
）・
与
（
と
）・
茂
（
も
）
な
ど
の
助

詞
は
原
文
の
ま
ま
使
用
し
た
。

一�

、
翻
刻
史
料
に
は
適
宜
、
読
点「
、」と
並
列
点「
・
」を
付
け
た
。

一
、
原
文
中
の
追
記
は
翻
刻
史
料
で
は
本
文
中
に
組
み
入
れ
た
。

一�
、
表
紙
や
貼
紙
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
編
集
上
の
注
記
は

傍
注
と
し
て
（
表
紙
）、（
貼
紙
）
の
よ
う
に
示
し
た
。

一�

、
原
文
に
墨
消
し
な
ど
で
抹
消
さ
れ
た
文
字
に
は
取
り
消
し
線
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「
□
□
」
を
付
け
た
。

一�
、
判
読
が
困
難
な
文
字
は
□
で
示
し
、
推
定
可
能
な
場
合
は
右

側
に
傍
注
を
付
け
、（　

）
に
収
め
た
。

一�

、
筆
者
が
加
え
た
傍
注
に
は
（　

）
を
付
け
、
原
文
と
区
別
し

た
。

一�

、
文
意
が
通
じ
な
い
が
原
文
の
ま
ま
と
し
た
も
の
に
は
傍
注
と

し
て
（
マ
マ
）、
疑
念
が
残
る
場
合
は
（
カ
）
を
付
け
た
。

一
、
敬
意
を
示
す
闕
字
と
平
出
は
一
字
あ
け
と
し
た
。

一�

、
原
文
の
字
句
に
付
け
た
「
＊
」
は
注
記
を
付
け
た
こ
と
を
示

す
。
注
記
す
る
字
句
は
【　

】
で
示
し
、
一
件
ご
と
に
末
尾
に

配
置
し
た
。

一�

、
解
題
や
注
記
で
示
し
た
触
・
達
は
『
大
阪
市
史
』
第
三
所
収�

「
御
触
及
口
達
」
で
あ
る
。

一�

、
解
題
や
注
記
で
は
、
道
修
町
三
丁
目
文
書
（
中
之
島
図
書
館

所
蔵
）
を
道
三
文
書
、
道
修
町
文
書
（
く
す
り
の
道
修
町
資
料

館
所
蔵
）
を
道
修
町
と
略
記
す
る
。
道
修
町
文
書
は
道
修
町
資

料
館
か
ら
ら
二
〇
五
〇
〇
四
ま
で
翻
刻
中
で
あ
る
。

【
翻
　
　
刻
】

（
表
紙
）　　
　
　
　
　
（
朱
書
）

「　
　
　
　
　
　
　
「
五
」

　

戌　

天
明
八
年

　

諸
用
書
上
控

　

申
正
月
吉
日　
　
　
　
　

」

御
月
番＊

　

東
御
番
所＊

　
　
　

惣
年
寄＊

　
　
　
　
　

川
崎
屋
次
左
衛
門＊
殿

　

申
正
月
朔
日
ゟ

【
月
番
】
月
番
町
奉
行
。
大
坂
の
東
町
奉
行
と
西
町
奉
行
は
一
か
月
ご
と

に
月
番
と
非
番
を
交
代
し
た
。
こ
こ
で
は
天
明
八
年
正
月
は
東
町
奉
行

所
が
月
番
で
あ
る
こ
と
を
示
す

【
東
御
番
所
】
大
坂
東
町
奉
行
所

【
惣
年
寄
】
町
人
を
代
表
し
て
市
制
を
担
当
す
る
行
政
官
。
町
奉
行
所
や

惣
会
所
で
執
務
す
る
ほ
か
、
糸
割
符
頭
取
と
し
て
毎
年
交
代
で
長
崎
へ

出
張
し
、
長
崎
会
所
お
よ
び
大
坂
会
所
に
勤
め
る

【
川
崎
屋
次
左
衛
門
】
大
坂
の
町
人
地
（
三
郷
）
は
北
組
・
南
組
・
天
満

九
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組
に
分
か
れ
る
。
川
崎
屋
は
北
組
の
惣
年
寄

＊
惣
年
寄
な
い
し
惣
会
所
の
「
月
番
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

三
組
の
惣
会
所
が
月
交
代
で
当
番
を
引
き
受
け
る
の
か
と
理
解
し
て
い

た
。
し
か
し
こ
の
記
事
に
よ
り
、
町
奉
行
所
の
惣
年
寄
詰
所
に
詰
め
る

の
が
月
番
惣
年
寄
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く

と
も
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
月
番
惣
年
寄
の
語
法
は
こ
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

＊
毎
月
初
め
に
「
諸
事
書
上
帳
」
に
月
番
町
奉
行
所
詰
の
惣
年
寄
を
記
載

す
る
の
は
こ
の
第
五
冊
（
天
明
八
年
）
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　

覚

一�

御
大
御
大
名
衆
・
御
籏
本
衆
蔵
屋
鋪＊
留
守
居
役
人＊
・
名
代＊
・
蔵

元＊
之
名
・
所＊
并
続
屋
鋪＊
・
抜
屋
鋪
・
掛
ケ
屋
鋪＊
・
舟
入
屋
鋪＊
之

訳＊
、
町
並
上
ミ
ゟ
順
々
ニ＊
書
付
差
出
候
様
被
仰
付
奉
畏
候
、
右

之
品
丁
内
ニ
無
御
座
候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
御
断
申
上
候
、
以

上

　
　
　

申　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目＊
年
寄＊

　
　
　
　

正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門＊

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
蔵
屋
鋪
】
蔵
屋
敷
。
大
名
や
旗
本
が
設
け
た
倉
庫
機
能
を
兼
ね
た
屋
敷
。

年
貢
米
や
特
産
品
の
換
金
が
主
な
役
割
で
あ
る
。
江
戸
の
大
名
屋
敷
が

幕
府
か
ら
の
拝
領
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
坂
の
蔵
屋
敷
は
町
人
か
ら

の
借
地
が
大
半
で
あ
っ
た

【
留
守
居
役
人
】
蔵
屋
敷
を
管
理
す
る
者
。
国
元
か
ら
派
遣
さ
れ
た
家
臣

が
そ
の
職
に
就
く
。
蔵
屋
敷
の
主
人
は
藩
主
で
あ
る
。
藩
主
不
在
の
施

設
を
預
か
っ
て
い
る
の
で
留
守
居
と
よ
ば
れ
る

【
名
代
】
蔵
屋
敷
の
名
義
人
と
な
っ
た
町
人

【
蔵
元
】
町
人
蔵
元
。
蔵
屋
敷
に
出
入
す
る
町
人
の
支
配
人

【
名
・
所
】
名
前
と
住
所

【
続
屋
鋪
】
続
屋
敷
。
敷
地
が
つ
な
が
り
、
蔵
屋
敷
と
連
続
し
て
い
る
敷

地
や
建
物

【
抜
屋
鋪
】
抜
屋
敷
。
明
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
蔵
屋
敷

【
掛
ケ
屋
鋪
】
蔵
屋
敷
内
に
あ
る
借
屋
。
大
坂
で
は
一
部
の
蔵
屋
敷
が
借

屋
経
営
を
行
っ
て
い
た

【
舟
入
屋
鋪
】
舟
が
出
入
す
る
門
を
作
り
、
米
俵
な
ど
を
荷
揚
げ
せ
ず
に

堀
川
か
ら
直
接
出
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
設
け
た
蔵
屋
敷

【
訳
】
分
け
。
区
分
、
分
類

【
町
並
上
ミ
ゟ
順
々
ニ
】
大
坂
で
は
大
坂
城
に
近
い
方
角
が
上
に
な
る
。

道
修
町
三
丁
目
の
場
合
は
東
側
が
上
手
に
な
る

【
右
之
品
】
右
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
も
の

【
道
修
町
三
丁
目
】「
ど
し
ょ
う
ま
ち
」。
北
船
場
に
あ
る
個
別
町
の
一
つ
。

道
修
町
筋
は
東
西
の
街
路
。
東
は
東
横
堀
か
ら
始
ま
る
。
東
か
ら
西
へ

一
丁
目
～
四
丁
目
、
古
川
町
と
続
く
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【
年
寄
】
町
年
寄

【
紙
屋
吉
右
衛
門
】
道
修
町
三
丁
目
町
年
寄
。
質
屋
。
両
替
商
。
伊
勢
亀

山
藩
（
石
川
家
）
蔵
屋
敷
名
代
・
用
聞
。
備
中
新
見
藩
（
関
家
）
蔵
屋

敷
名
代
。
松
平
縫
殿
頭
米
支
配
人
（
天
明
七
年
）。
水
野
左
近
将
監
殿
蔵

元
（
天
明
七
年
頃
）

【
正
月
十
一
日
】
町
奉
行
所
と
惣
会
所
が
業
務
を
開
始
す
る
日
で
あ
る

＊
こ
の
調
査
は
惣
会
所
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

＊
紙
屋
吉
右
衛
門
は
複
数
の
大
名
家
の
蔵
元
を
兼
任
し
て
い
る
が
、
調
査

対
象
は
町
内
に
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
調
査
対
象
は
人

で
は
な
く
蔵
屋
敷
な
ど
の
諸
屋
敷
で
あ
る
（
道
修
町
三
丁
目
に
蔵
屋
敷

は
な
い
）。

　
　
　
　

覚

一�

道
修
町
三
丁
目
中
橋
筋＊
ゟ
栴
檀
木
筋＊
迄
、
此
大
道＊
幅
四
間
壱
尺

七
寸
、
栴
檀
木
筋
ゟ
丼
池
筋
迄
四
間
弐
尺
六
寸

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　

申
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
中
橋
筋
】
道
修
町
（
街
路
）
と
直
交
す
る
南
北
の
筋
。
道
修
町
三
丁
目

の
東
端
に
あ
た
る

【
栴
檀
木
筋
】
道
修
町
（
街
路
）
と
直
交
す
る
南
北
の
筋
。
道
修
町
三
丁

目
の
中
央
に
あ
た
る

【
大
道
】
家
並
み
の
間
口
が
連
続
す
る
街
路
を
大
道
、
そ
れ
と
直
行
す
る

道
を
横
町
と
い
う
。
船
場
地
域
で
は
東
西
の
街
路
が
大
道
、
南
北
の
筋

が
横
町
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
道
修
町
（
街
路
名
）
を
さ
す

【
四
間
壱
尺
七
寸
】
一
間
は
六
尺
、
一
尺
は
十
寸
。
一
間
は
約
一
．
八
メ

ー
ト
ル

【
丼
池
筋
】
道
修
町
（
街
路
）
と
直
交
す
る
南
北
の
筋
。
道
修
町
三
丁
目

の
西
端
に
あ
た
る

＊
当
時
の
街
路
は
街
区
に
よ
っ
て
道
幅
に
多
少
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が

確
認
で
き
る

　
　
　
　

覚

一
家
数
弐
拾
九
軒

一
役
数＊
四
拾
弐
役
壱
歩

　
　
　
　

町
年
寄＊
屋
鋪

　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛＊
屋
鋪

　

内
四
役　
　
　
　
　
　
　
　

無
役

　
　
　
　

小
西
半
兵
衛＊
屋
鋪

　
　
　
　

会
所＊
屋
鋪

残
テ
三
拾
八
役
壱
歩

一
一
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一
惣
竈
数＊
百
七
軒

　
　
　

拾
三
軒
ハ
家
持

　
　

内

　
　
　

九
拾
四
軒
ハ
借
家

　
　

外
ニ
七
軒
明
借

右
之
通
相
違
無
御
座
候
ニ
付
、
書
付
差
上
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　

申
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　

惣
御
年
寄
中　
但
片
折
二
ツ
折
ニ
認

【
役
数
】
家
屋
敷
に
は
役
数
に
応
じ
て
公
役
や
町
役
が
賦
課
さ
れ
た
。
道

修
町
三
丁
目
の
役
数
は
四
二
．一
役
で
あ
っ
た

【
町
年
寄
】
個
別
町
の
代
表
者

【
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
】
薬
種
中
買
仲
間
。
備
後
問
屋
、
讃
岐
問
屋
（
積
問
屋
・

安
永
）

【
小
西
半
兵
衛
】
薬
種
中
買
仲
間
、越
中
問
屋
、出
羽
問
屋
、北
国
問
屋
（
安

永
）、
過
書
座
問
屋
（
天
明
七
年
か
ら
）

【
会
所
】
町
会
所
。
大
坂
に
は
個
別
町
ご
と
に
会
所
が
あ
り
、
町
代
が
町

内
の
公
的
業
務
を
代
行
し
た

【
竈
数
】
世
帯
数

＊
道
修
町
三
丁
目
で
明
借
屋
は
安
永
六
年
に
一
軒
現
れ
る
。
一
〇
年
後
の

天
明
七
年
に
は
四
軒
で
あ
っ
た
の
が
、
翌
八
年
に
は
七
軒
に
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
天
保
七
年
は
三
軒
で
あ
っ
た
の
が
安
政
四
年
は
一
〇
軒
に

増
加
し
て
い
る
。
天
明
年
間
は
全
国
的
な
飢
饉
が
あ
っ
た
時
期
で
あ
り
、

安
政
元
年
は
津
波
を
と
も
な
う
大
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
飢
饉
や
津

波
な
ど
の
災
害
と
明
借
屋
の
増
加
と
の
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
か
ど
う

か
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　

覚

肥
前＊
唐
津＊

一
米
千
三
百
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
夕＊　
　

未
十
月
分

同一
同
千
七
百
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
一
月
分

同一
同
千
三
百
五
拾
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
十
二
月
分

右
者
水
野
左
近
将
監＊
殿
蔵
屋
鋪＊
登
り
米＊
高
、少
も
相
違
無
御
座
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　

申
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
又
兵
衛＊
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惣
御
年
寄
中　
但
三
枚
ニ
相
認

【
肥
前
】
佐
賀
県
と
長
崎
県
に
ま
た
が
る
が
、
唐
津
藩
が
所
在
す
る
の
は

佐
賀
県

【
唐
津
】
唐
津
藩
。
宝
暦
十
二
年
か
ら
水
野
家
が
支
配
。
六
万
石
。
蔵
屋

敷
は
堂
島
四
丁
目
に
所
在

【
水
野
左
近
将
監
】
水
野
忠
鼎
。
安
永
四
年
か
ら
唐
津
藩
藩
主
。
唐
津
藩

の
蔵
屋
敷
は
堂
島
四
丁
目
に
所
在

【
千
三
百
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
夕
】
一
石
は
一
〇
斗
、
一
斗
は
一
〇
升
、

一
升
は
一
〇
合
、
一
合
は
一
〇
夕
。
米
一
石
は
約
一
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム

【
登
り
米
】
上
り
米
。
日
本
各
地
か
ら
大
坂
へ
搬
送
さ
れ
る
米
。
こ
の
場

合
は
唐
津
か
ら
大
坂
に
送
り
蔵
屋
敷
に
届
い
た
米

【
月
行
司
】「
が
ち
ぎ
ょ
う
じ
」。
町
人
か
ら
月
当
番
で
選
ば
れ
た
町
内
の

代
表
者
。
町
年
寄
を
補
佐
・
代
行
す
る
。
通
常
二
名

【
近
江
屋
又
兵
衛
】
薬
種
中
買
仲
間

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忌
中
ニ
付
代
下
人＊
卯
兵
衛

一�

私
借
屋
軒
下
ニ
今
暮
時
頃
、
出
生
ゟ
三
十
日
計
ニ
相
見
へ
候
女

子
捨
有
之
候
ニ
付
、
早
速
取
入
見
相
改
候
処
、
身
ニ
疵
等
も
無

御
坐
候
ニ
付
、
養
育
介
抱
仕
罷
在
候
故
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申

上
候
、
以
上

　
　

天
明
八
年
申
正
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　

代
卯
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

東　

寺
西
□市
郎
左
衛
門

□
左
衛
門
様

【
下
人
】
店
の
奉
公
人

【
御
奉
行
様　

東
】
大
坂
東
町
奉
行
。
こ
の
月
の
月
番
。

【
寺
西
市
郎
左
衛
門
】
東
組
与
力
寺
西
家
に
市
郎
左
衛
門
の
名
前
は
確
認

で
き
な
い
。
天
明
三
年
は
「
儀
左
衛
門
」
が
い
る
。

＊
天
明
七
年
は
道
修
町
三
丁
目
で
二
軒
の
捨
て
子
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
銭
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
左
衛
門
家
守＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
右
衛
門＊

一�
去
未
十
月
六
日
夜
、
私
支
配＊
借
屋
軒
下
ニ
、
弐
才
計
ニ
相
見
候

男
子
捨
有
之
、
早
速
御
断＊
奉
申
上
養
育
仕
罷
在
候
処
、
右
男
子

一
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天
満
堀
川
町＊
木
屋
又
兵
衛
支
配
借
屋
平
野
屋
伊
兵
衛
与
申
者
貰

受
養
育
仕
度
段
申
之
候
、
尤
右
伊
兵
衛
女
房
去
未
弐
歳
ニ
相
成

候
忰
相
果
申
候
ニ
付
、
乳
沢
山
ニ
御
座
候
故
遣
申
度
、
則
受
人＊

角
倉
与
一＊
様
・
大
屋
四
郎
兵
衛＊
様
御
預
所
摂
州
西
成
郡
曽
根
崎

村＊
小
池
利
右
衛
門
支
配
借
屋
平
野
屋
新
七
召
連
、
乍
恐
御
願
奉

申
上
候
、
此
段
御
聞
届
被
為　

成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋

　
　

天
明
八
年
申
正
月
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　

十
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

右
之
通
相
違
無
御
座
、
末
々
麁
抹
無
之
様
養
育
可
仕
候
、
何
卒
私

へ
被
為
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
満
堀
川
町
木
屋
又
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
配
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
主　
　
　
　

伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　

角
倉
与
一
様

　
　
　
　
　
　
　
　

御
預
所＊
摂
州

　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　

西
成
郡
曽
根
崎
村
小
池
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

利
右
衛
門
支
配
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
人　
　
　
　
　

新
七

御
奉
行
様　

東　

寺
西
□市
郎
左
衛
門

□
左
衛
門
様

【
家
守
】
掛
屋
敷
（
借
屋
）
の
管
理
人

【
近
江
屋
十
右
衛
門
】
寛
政
八
年
こ
ろ
脇
店
薬
種
株
（
道
三
文
書
二
九
二

－
五
七
）。
天
明
八
年
当
時
、
脇
店
と
家
守
を
兼
業
し
て
い
た
の
か
は
不

明
【
支
配
】
差
配
、
管
理
す
る
。
こ
の
場
合
は
近
江
屋
十
右
衛
門
が
銭
屋
与

左
衛
門
名
義
の
家
屋
敷
（
掛
屋
敷
）
を
管
理
す
る
こ
と

【
御
断
】
大
坂
町
奉
行
所
に
届
け
出
る
こ
と

【
天
満
堀
川
町
】「
て
ん
ま
ほ
り
か
わ
ち
ょ
う
」。
天
満
組
の
う
ち
。
堀
川

橋
詰
。
現
東
堀
川
町
・
西
堀
川
町

【
受
人
】
請
人
。
保
証
人

【
角
倉
与
一
】
角
倉
与
一
玄
寿
。
宝
暦
三
年
か
ら
寛
政
七
年
ま
で
京
都
代

官
。
淀
川
過
書
船
支
配
兼
帯
。
陣
屋
は
二
条
河
原
に
所
在

【
大
屋
四
郎
兵
衛
】
大
屋
四
郎
兵
衛
正
巳
。
安
永
六
年
か
ら
寛
政
元
年
ま

で
大
坂
谷
町
代
官

【
曾
根
崎
村
】
大
坂
三
郷
町
続
き
地
。
行
政
上
は
村
で
あ
る
が
町
場
化
し
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た
地
域
で
あ
り
、
借
屋
も
存
在
す
る

【
御
預
所
】「
お
あ
ず
か
り
し
ょ
」。
直
轄
地
の
う
ち
幕
府
が
大
名
や
旗
本

に
支
配
を
委
任
し
た
所

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　

北
組
三
番＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

一�

他
町
持＊
玉
水
町＊
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
家
屋
鋪
表
口＊
四
間
弐
寸
五

分
、
裏
行＊
弐
拾
間
壱
尺
七
寸
三
分
、
但
壱
役＊
、
右
家
屋
敷
丁
内

加
賀
屋
弥
一
郎
借
屋
兄
吉
川
屋
吉
兵
衛
譲
受
、
名
前
ニ
成＊
、
丁

内
持
直
判＊
ニ
相
勤
候

　

右
之
通
水
帳
絵
図
張
紙＊
仕
度
、
乍
恐
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
正
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

東　

地
方
惣
代＊
田
中
金
八＊
殿

　
　
　
　
（
囲
線
あ
り
）

　
　
　
「
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
名
前
退
、

　
　
　

兄
吉
兵
衛
名
前
成
、
丁
内　
　
（
囲
線
あ
り
）

　
　
　

加
賀
屋
弥
三
郎
借
屋
住
居
」　　
「
吉
川
屋

　
　
　
　
　

吉
川
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛
○
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛
○

　
　
　
　

天
明
八
年
申
正
月
廿
七
日　

」

【
北
組
三
番
】
道
修
町
三
丁
目
が
所
属
す
る
通
達
町
組
合
で
あ
る
可
能
性

が
高
い

【
他
町
持
】
町
内
に
あ
る
家
屋
敷
の
う
ち
町
外
に
居
住
す
る
町
人
名
義
の

も
の
。
掛
屋
敷
と
い
う

【
玉
水
町
】「
た
ま
み
ず
ち
ょ
う
」。
北
組
の
う
ち
。
土
佐
堀
の
南
側
。
町

内
に
十
人
両
替
の
筆
頭
加
嶋
屋
久
右
衛
門
の
居
宅
が
あ
っ
た
。
加
嶋
屋

吉
右
衛
門
は
同
族
か

【
表
口
】
間
口
。
家
屋
敷
地
の
う
ち
正
面
の
長
さ

【
裏
行
】
家
屋
敷
地
の
表
か
ら
裏
ま
で
の
長
さ

【
壱
役
】
幕
府
が
町
人
に
負
担
を
求
め
る
公
役
は
間
口
の
長
さ
を
基
準
と

し
た
。
お
お
む
ね
間
口
三
間
か
ら
四
間
の
家
屋
敷
が
一
役
を
負
担
し
た
。

間
口
の
広
さ
に
応
じ
て
二
役
、
三
役
を
負
担
す
る
家
も
あ
っ
た

【
名
前
ニ
成
】
名
前
人
に
な
る
こ
と
。
宗
旨
人
別
帳
や
宗
旨
巻
に
登
録
さ

れ
る
名
義
人
。
家
業
の
名
義
人

【
丁
内
持
直
判
】
宗
旨
巻
は
町
内
の
家
屋
敷
所
有
者
を
確
認
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
家
屋
敷
に
所
有
者
が
居
住
す
る
場
合
は
「
住
宅
」、
所
有
者

は
そ
の
家
屋
敷
に
居
住
し
て
い
な
い
が
同
じ
町
内
の
住
人
で
あ
る
場
合

（
掛
屋
敷
）
は
「
町
内
持
」
と
い
う
。
住
宅
の
家
屋
敷
は
宗
旨
巻
に
所
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有
者
が
捺
印
す
る
。
こ
れ
を
直
判
と
い
う
。
な
お
掛
屋
敷
を
家
守
が
管

理
す
る
場
合
は
家
守
が
捺
印
す
る
。
こ
れ
を
代
判
（
代
判
人
）
と
い
う

【
水
帳
絵
図
張
紙
】
水
帳
は
各
町
内
ご
と
に
作
成
す
る
土
地
台
帳
。
家
屋

敷
所
有
者
の
名
義
・
代
判
人
・
家
守
・
印
鑑
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、

該
当
箇
所
に
そ
の
旨
を
記
載
し
た
張
紙
を
つ
け
る

【
地
方
惣
代
】「
地
方
」
は
町
奉
行
所
の
役
掛
り
の
一
つ
。
町
人
地
や
仲
間

株
な
ど
を
管
轄
す
る
。「
惣
代
」
は
町
惣
代
（
三
郷
惣
代
）。
惣
会
所
や

町
奉
行
所
に
詰
め
て
都
市
行
政
の
末
端
業
務
を
お
こ
な
う
。
地
方
惣
代

は
地
方
役
担
当
の
町
惣
代
。
士
分
で
は
な
い

【
田
中
金
八
】
町
惣
代
は
北
組
・
南
組
・
天
満
組
の
ど
れ
か
に
所
属
。
惣

会
所
敷
地
内
に
居
宅
を
も
つ
。
田
中
姓
の
町
惣
代
は
北
組
に
所
属

＊
地
方
役
所
に
も
書
記
役
と
し
て
町
惣
代
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

一�

他
町
持
玉
水
町
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
家
屋
敷
壱
ケ
所
、
丁
内
加
賀

屋
弥
一
郎
借
屋
兄
吉
川
屋
吉
兵
衛
譲
受
名
前
ニ
成
、
丁
内
持
直

判
ニ
相
勤
申
候

　

�

右
之
通
三
ケ
条
御
法
度
書
証
文＊
ニ
脇
書＊
仕
度
、
左
ニ
書
付
乍
恐

御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
正
月
廿
八
日　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

東　

寺
社
方＊
八
田
五
郎
左
衛
門＊

　
　
　
　
　

家
主＊
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
ハ
玉
水
町＊
ニ
住
宅

　
　

他
町
持＊

　
　
　
　
　

代
印＊
家
守
丁
内
綷
屋
三
五
郎
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○　
　

佐
兵
衛
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主
吉
右
衛
門
ゟ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
内
加
賀
屋
弥
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
屋
兄
吉
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛
名
前
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丁
内
持
直
判

【
三
ケ
条
御
法
度
書
証
文
】
宗
旨
巻
。
町
ご
と
に
戸
主
の
名
前
を
記
し
た

も
の
。
吉
利
支
丹
禁
止
な
ど
三
か
条
の
前
書
を
付
け
た
。
宗
旨
巻
は
毎

年
作
ら
れ
る
。
各
町
で
は
毎
月
一
度
、
町
会
所
に
町
人
・
家
守
が
集
ま

り
宗
旨
巻
に
捺
印
す
る

【
脇
書
】
水
帳
や
宗
旨
巻
の
変
更
内
容
な
ど
を
追
記
し
た
も
の
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【
寺
社
方
】
宗
旨
方
。
大
坂
町
奉
行
所
の
役
掛
り
の
ひ
と
つ
。
大
坂
市
中

の
寺
院
の
監
督
と
宗
旨
人
別
改
帳
や
宗
旨
巻
の
管
理
な
ど
を
担
当
。
明

和
七
年
閏
六
月
十
四
日
、
名
称
が
宗
旨
方
か
ら
寺
社
方
に
変
更

【
八
田
五
郎
左
衛
門
】
大
坂
東
町
奉
行
組
与
力

【
家
主
】
家
持
町
人
ま
た
は
家
守
。
公
的
な
場
面
で
家
を
代
表
す
る

【
代
印
】
名
前
人
（
戸
主
、
家
の
代
表
者
）
に
代
わ
っ
て
捺
印
す
る
者

御
月
番

　

西
御
番
所

　
　
　

惣
年
寄

　
　
　
　
　

江
川
庄
左
衛
門＊
殿

　

二
月
朔
日
ゟ

【
江
川
庄
左
衛
門
】
北
組
の
惣
年
寄

　
　
　
　

乍
憚
口
上

一�

京
都
出
火＊
ニ
付
御
当
地
材
木
屋
共
ゟ
板
材
木
売
出
御
差
留
被
成

候
、
右
材
木
屋
之
外
板
材
木
買
入
有
之
候
ハ
ヽ
売
出
御
差
留

被
成
候
ニ
付
、
板
材
木
買
入
有
之
者
、
右
員
数
并
外
商
売
・
箱

屋
小
細
工＊
仕
候
も
の
ニ
而
も
、
当
時
板
材
木
何
程
有
之
候
処
、

委
細
ニ
書
上
候
様
被
仰
付
奉
畏
、
丁
内
家
持
・
借
家
吟
味＊
仕
候

処
、
此
節
右
板
材
木
買
入
候
義
者
勿
論
、
所
持
仕
候
者
無
御
座

候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
御
断
申
上
候
、
以
上

　
　

申　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　

二
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
京
都
出
火
】
天
明
八
年
正
月
三
十
日
か
ら
鴨
川
東
の
宮
川
町
か
ら
出
火
、

火
災
は
広
範
囲
に
広
が
り
二
月
二
日
に
鎮
火
し
た
。
焼
失
地
域
は
一
四

二
四
町
、
焼
失
家
屋
は
三
万
六
七
九
七
軒
、
寺
院
二
〇
一
カ
寺
、
神
社

三
七
。
御
所
や
二
条
城
ま
で
類
焼
し
た
（『
京
都
の
歴
史
』
六　

六
三
～

六
五
頁
）

【
箱
屋
小
細
工
】
指
物
細
工
。
箱
、
箱
火
鉢
、
机
、
家
具
な
ど

【
吟
味
】
調
査

〔
参
考
史
料
１
〕

一�

京
都
大
火
ニ
付
、
当
地
材
木
屋
共
ゟ
板
材
木
売
出
之
儀
、
御
差

留
メ
被
成
置
候
、
右
材
木
屋
之
外
板
材
木
買
入
有
之
者
茂
売
出

御
差
留
被
成
候
、
尤
板
材
木
買
入
有
之
ハ
、
右
員
数
書
付
明
後

九
日
五
ツ
時
、
方
角
惣
会
所
江
本
人＊
印
判
ニ
而
、
有
無
共
書
付

可
差
出
候
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申
二
月
七
日�

（
補
達
二
五
〇
）

〔
参
考
史
料
２
〕

材
木
屋
之
外
、
板
材
木
所
持
致
候
員
数
御
改
売
出
候
義
御
差
留
メ

之
段
、
当
七
日
相
触
候
処
、
右
材
木
売
出
勝
手
次
第
仕
候
様
被
仰

渡
候
間
、
昨
日
書
付
差
出
候
、
銘
々
江
不
洩
可
申
聞
候
、
已
上

　
　
　

申
二
月
十
日�

（
補
達
二
五
一
）

【
本
人
】
町
年
寄

＊
参
考
史
料
１
・
２
と
も
惣
年
寄
が
発
給
し
た
町
触
と
考
え
ら
れ
る
。
当

初
指
示
が
な
か
っ
た
箱
屋
（
指
物
屋
）
の
調
査
も
道
修
町
三
丁
目
で
は

実
施
し
て
い
る
。
十
七
世
紀
頃
の
道
修
町
は
建
具
や
走
り
な
ど
の
職
人

が
営
業
し
て
い
た
。
こ
の
記
憶
が
残
り
、
指
物
屋
な
ど
を
追
加
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

覚

一
薪
三
拾
八
本

一
柴
壱
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
組

　
　

申
二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　

�

右
者
翌
十
一
日
火
罪＊
之
者
有
之
候
ニ
付
、
鳶
田＊
御
仕
置
場＊
へ
差

出
【
火
罪
】
火
あ
ぶ
り
刑

【
鳶
田
】
鳶
田
刑
場
は
今
宮
村
鳶
田
の
泉
州
街
道
沿
い
に
あ
る
。
南
北
約

一
町
。
隣
村
の
天
王
寺
村
に
は
鳶
田
墓
所
が
あ
る

【
御
仕
置
場
】
刑
罰
（
と
く
に
磔
刑
や
火
刑
）
を
行
う
場
所
。
公
儀
に
は

牢
屋
敷
内
の
斬
首
場
も
含
む
が
、
一
般
に
は
牢
屋
敷
以
外
の
刑
場
を
さ

す
。
千
日
刑
場
（
中
央
区
千
日
前
一
丁
目
）、
野
江
刑
場
（
都
島
区
中
通

り
三
丁
目
）、
鳶
田
刑
場
（
西
成
区
太
子
町
一
丁
目
）、
三
軒
屋
刑
場
（
大

正
区
三
軒
家
東
二
丁
目
、月
正
島
）
ま
た
は
安
治
川
口
・
木
津
川
口
な
ど
。

火
罪
は
お
も
に
鳶
田
刑
場
で
お
こ
な
っ
た

＊
火
刑
で
使
う
薪
・
柴
は
三
郷
町
中
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門
家
守＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
八

一�
五
年
以
前
辰＊
九
月
十
日
夜
、
私
支
配
借
屋
軒
下
ニ
捨
有
之
候
男

子
、
天
満
弐
丁
目＊
伊
勢
屋
清
蔵
支
配
借
屋
山
口
屋
佐
兵
衛
貰
請

養
育
仕
度
申
之
候
ニ
付
、
去
ル
巳
二
月
廿
九
日
奉
願
上
御
聞
届
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被
為
成
下
候
、
其
後
貰
主
佐
兵
衛
義
同
所
今
井
町＊
文
字
屋
弥
兵

衛
借
屋
江
変
宅
仕
候
ニ
付
、
同
七
月
五
日
御
断
奉
申
上
候
、
然

ル
処
捨
松
与
名
付
当
五
歳
ニ
罷
成
候
処
、
右
佐
兵
衛
義
近
年
病

身
ニ
付而
渡
世
難
相
成
、
忰
捨
松
養
育
仕
兼
難
義
仕
候
故
、
差
戻

シ
申
度
引
取
呉
候
様
相
頼
申
候
ニ
付
、
右
之
趣
去
未＊
十
月
廿
三

日
貰
主
佐
兵
衛
ゟ
奉
願
上
御
聞
届
被
為
成
下
、
丁
内
江
引
取
養

育
仕
罷
在
候
処
、
此
度
生
玉
社＊
領
摂
州
西
成
郡
難
波
村
上
之
町＊

阿
波
屋
半
兵
衛
借
屋
籠
屋
嘉
右
衛
門
与
申
者
貰
受
養
育
仕
度
段

申
之
候
ニ
付
差
遣
申
度
、
則
受
人
大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所

同
所
北
之
町
長
門
屋
角
兵
衛
借
屋
綿
屋
嘉
兵
衛
召
連
、
乍
恐
此

段
御
願
奉
申
上
候
、
何
卒
御
聞
届
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉

存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
ニ
付
月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
右
衛
門

右
之
通
相
違
無
御
座
、
末
々
麁
末
無
之
様
養
育
可
仕
候
、
何
卒
私

へ
被
為
成
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
玉
社
領
摂
州
西
成
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

難
波
村
上
之
町
阿
波
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
兵
衛
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籠
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
主　
　
　
　
　

嘉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
所
北
之
町
長
門
屋
角
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綿
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
人　
　
　
　
　

嘉
兵
衛

御
奉
行
様　

東

【
家
守
】
掛
屋
敷
（
借
屋
）
の
管
理
を
代
行
す
る
者
。
借
屋
の
管
理
人
。

町
内
文
書
や
宗
旨
巻
に
は
家
主
に
か
わ
っ
て
捺
印
し
た

【
五
年
以
前
辰
】
天
明
四
年

【
天
満
弐
丁
目
】
天
満
組
。
天
満
橋
の
北
側
。
町
内
に
天
満
組
惣
年
寄
中

村
家
の
住
居
と
舟
番
所
が
あ
る
。
現
天
満
一
丁
目

【
今
井
町
】「
い
ま
い
ち
ょ
う
」。
天
満
組
に
所
属
。
も
と
天
満
二
丁
目
。

天
満
橋
北
詰
二
筋
北
。
町
内
に
天
満
組
惣
年
寄
今
井
家
の
住
居
が
あ
る
。

現
天
満
一
丁
目

一
九
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【
去
未
】
天
明
七
年

【
生
玉
社
】「
い
く
た
ま
し
ゃ
」。
生
国
社
、
生
国
魂
神
社
。
難
波
村
上
之

町
に
社
領
が
あ
っ
た

【
難
波
村
上
之
町
】
難
波
村
は
大
坂
三
郷
隣
接
地
と
し
て
早
く
か
ら
町
場

化
し
た
。
幕
府
領
。
村
の
中
に
は「
北
之
丁
、山
之
丁
、東
之
丁
、中
之
丁
、

西
之
丁
、
弓
場
之
丁
、
下
円
之
丁
、
上
の
丁
」
が
あ
っ
た

　
　
　
　

覚

一�

去
十
一
月
ゟ
当
正
月
迄
十
一
品
荷
物＊
廻
船
会
所＊
へ
書
出
候
外
、

他
所
・
他
国
船
ニ
而
江
戸
江
致
直
積＊
候
分
、
丁
内
吟
味
仕
候
処

一
切
無
御
座
候
ニ
付
、
以
書
付
御
断
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
月
行
司

　
　

申
二
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
正
兵
衛＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
十
一
品
荷
物
】
大
坂
か
ら
江
戸
に
送
る
日
常
必
需
品
。
米
・
油
・
酒
・

醤
油
・
酢
・
薪
・
魚
油
・
塩
・
味
噌
・
繰
綿
・
木
綿
を
さ
す
。
三
か
月

ご
と
に
数
量
を
調
査
し
江
戸
に
報
告
す
る
こ
と
が
惣
年
寄
の
職
務
で
あ

っ
た
。
当
番
の
惣
会
所
が
調
査
内
容
を
集
計
し
廻
船
会
所
に
提
出
し
た

【
廻
船
会
所
】
海
船
を
監
督
す
る
民
間
の
役
所
。
監
督
官
を
廻
船
年
寄
と

い
う
。
阿
波
町
に
所
在

【
直
積
】
大
坂
を
経
由
せ
ず
、
地
方
か
ら
江
戸
に
直
接
輸
送
す
る
商
品

【
伏
見
屋
正
兵
衛
】
伏
見
屋
庄
兵
衛
。
道
修
町
薬
種
中
買
。
栴
檀
之
木
筋

西
近
所
講
の
講
員

　
　
　
　

覚

一�

鉛
問
屋
并
中
買
人＊
名
前
急
御
入
用
之
義
被
仰
出
候
ニ
付
、
丁
々

相
糺
有
無
共
書
出
候
様
被
仰
渡
奉
畏
候
、
丁
内
吟
味
仕
候
処
、

右
鉛
問
屋
・
中
買
無
御
座
候
ニ
付
、
以
書
付
御
断
申
上
候
、
以

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　

申
三
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
鉛
問
屋
并
中
買
人
】
銅
問
屋
が
銅
山
の
荷
主
か
ら
銅
荷
物
を
預
り
大
坂

で
銅
吹
屋
（
の
ち
銅
座
）
に
売
却
す
る
者
で
あ
り
、
銅
仲
買
が
銅
吹
屋

で
製
錬
し
た
吹
銅
を
加
工
業
者
や
地
方
の
問
屋
に
売
却
す
る
者
で
あ
る

こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
鉛
問
屋
は
鉱
山
の
荷
主
か
ら
鉛
荷
物
を
預
り
銅

吹
屋
や
鉛
中
買
な
ど
に
販
売
す
る
者
で
あ
り
、
鉛
中
買
は
問
屋
か
ら
受

け
取
っ
た
鉛
荷
物
を
白
粉
屋
な
ど
の
加
工
業
者
や
地
方
の
問
屋
に
販
売

二
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す
る
者
と
仮
定
し
て
お
く
。
今
井
典
子
『
近
世
日
本
の
銅
と
大
坂
銅
商

人
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

＊
天
明
八
年
の
鉛
急
御
用
に
つ
い
て
は
不
明

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　

北
組
三
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

丁
内
近
江
屋
忠
右
衛
門＊
拾
壱
歳
ニ
付
代
判＊
別
家
手
代＊
丁
内
上
田

三
郎
左
衛
門＊
借
屋
近
江
屋
三
右
衛
門
相
勤
罷
在
候
処
、
右
三
右

衛
門
代
判
退
キ
、
跡
代
判
別
家
手
代
丁
内
賀
儀
屋
平
兵
衛＊
借
屋

近
江
屋
利
八＊
相
勤
申
候

一�

丁
内
持
小
西
次
右
衛
門
義
浅
井
以
敬＊
借
屋
ニ
住
居
仕
罷
在
候

処
、
此
度
丁
内
小
西
半
兵
衛＊
借
屋
江
変
宅
仕
候

　

�

右
之
通
水
帳
絵
図
張
紙
仕
度
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

西
地
方

【
近
江
屋
忠
右
衛
門
】
薬
種
中
買
仲
間

【
代
判
】
代
判
人
。
未
成
年
ま
た
は
女
性
の
戸
主
の
代
理
と
し
て
押
印
す

る
者
。
後
見
人

【
別
家
手
代
】
主
家
に
許
さ
れ
て
独
立
し
た
元
奉
公
人
を
別
家
ま
た
は
分

家
と
い
う
。
別
家
手
代
は
独
立
後
も
主
家
に
手
代
と
し
て
奉
公
す
る
者

【
上
田
三
郎
左
衛
門
】
享
保
期
は
大
和
屋
三
郎
左
衛
門
。
大
坂
の
豪
商
の

一
人
。
幕
府
の
公
金
為
替
を
扱
う
金
銀
為
替
御
用
達
。
御
蔵
米
御
払
方

入
札
銀
掛
屋
（『
安
永
版
難
波
丸
綱
目
』）。
道
修
町
三
丁
目
に
掛
屋
敷
を

所
持

【
賀
儀
屋
平
兵
衛
】
天
明
元
年
の
「
薬
種
中
買
仲
間
人
数
帳
」（
道
修
町
文

書
一
〇
三
〇
〇
八
）
に
は
「
鍵
屋
平
兵
衛
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

【
近
江
屋
利
八
】
薬
種
中
買
仲
間
。
安
永
七
年
、
近
江
屋
み
ち
か
ら
薬
種

中
買
株
を
譲
り
受
け
る
。
た
だ
し
こ
の
株
は
安
永
六
年
六
月
に
父
利
兵

衛
か
ら
み
ち
が
相
続
す
る
が
、
九
月
に
休
業
し
、
株
は
仲
間
が
保
管
し

た
【
浅
井
以
敬
】
医
師

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

一�

丁
内
近
江
屋
忠
右
衛
門
拾
壱
歳
ニ
付
代
判
別
家
手
代
丁
内
上
田

三
郎
左
衛
門
借
屋
近
江
屋
三
右
衛
門
相
勤
罷
在
候
処
、
右
三
右

二
一
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衛
門
代
判
退
キ
、
跡
代
判
別
家
手
代
丁
内
賀
儀
屋
平
兵
衛
借
屋

近
江
屋
利
八
相
勤
申
候

一�

丁
内
持
小
西
次
右
衛
門＊
義
浅
井
以
敬
借
屋
ニ
住
居
仕
罷
在
候

処
、
此
度
丁
内
小
西
半
兵
衛
借
屋
江
変
宅
仕
候

一�

丁
内
持
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
ニ
同
家
鳥
飼
屋
五
郎
助
先
月
病
死

仕
、
跡
名
前＊
未
極
当
月
無
印＊
御
断
奉
申
上
候

右
之
通
三
ケ
条
御
法
度
書
之
証
文
ニ
脇
書
仕
度
、
左
ニ
書
付
、
乍

恐
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

西
寺
社
方
吉
田
勝
右
衛
門＊
様

　
　

家
主
近
江
屋
忠
右
衛
門
十
歳
ニ
付
代
判
同
家＊
手
代

　
　
　

二
月　
　
　

十
一
月

　
　
　

○　

○　

○　

○　

庄
兵
衛
○

　
　
　

□　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
判
庄
兵
衛
三
右
衛
門
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
名
丁
内
上
田
三
郎
左
衛
門

　
　
　

代
判
三
右
衛
門
退
、　
　

借
屋
江
別
家
仕
、
代
判

　
　
　

跡
代
判
別
家
手
代
丁　
　

是
之
迄
之
通

　
　
　

内
賀
儀
屋
平
兵
衛
借　
　

但
し
右
脇
書
先
達
而
御
伺

　
　
　

屋
近
江
屋
利
八　
　
　
　

奉
申
上
置
候

　
　

町
内
持　

浅
井
以
敬
借
屋

　
　
　

二
月　
　
　
　

小
西

　
　
　

○　

○　

○　

○　

庄
兵
衛
○

　
　
　

丁
内
小
西
半
兵
衛

　
　
　

借
屋
へ
変
宅

　
　

町
内
持　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
ニ
同
家

　
　
　
　
　

二
月　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　
　
　

無
印　

○　

○　

○　

○　

五
郎
助
○

　
　
　
　
　

家
主
五
郎
助
先
月

　
　
　
　
　

病
死
仕
、
跡
名
前
未

　
　
　
　
　

極
、
借
屋
之
吟
味＊
年
寄
・

　
　
　
　
　

五
人
組
仕
候

　
　
　
　

覚

一�
丁
内
近
江
屋
忠
右
衛
門
拾
壱
歳
ニ
付
代
判
別
家
手
代
上
田
三
郎

左
衛
門
借
屋
近
江
屋
三
右
衛
門
相
勤
罷
在
候
処
、
右
三
右
衛
門

二
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代
判
退
キ
、
跡
代
判
別
家
手
代
丁
内
賀
儀
屋
平
兵
衛
借
屋
近
江

屋
利
八
相
勤
申
候

一�

丁
内
持
小
西
次
右
衛
門
義
浅
井
以
敬
借
屋
ニ
住
居
仕
罷
在
候

処
、
此
度
丁
内
小
西
半
兵
衛
借
屋
江
変
宅
仕
候

右
之
通
水
帳
絵
図
張
紙＊
差
出＊
申
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　

申
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

田
中
金
八＊
殿

【
小
西
次
右
衛
門
】
小
西
治
右
衛
門
。
薬
種
中
買
仲
間

【
跡
名
前
】
家
の
相
続
人
の
名
前
。
家
の
相
続
人

【
無
印
】「
む
い
ん
」。
宗
旨
巻
に
毎
月
の
押
印
が
な
い
こ
と
。
各
町
で
毎

月
一
度
、
町
人
（
町
内
持
）
と
家
守
が
町
会
所
に
集
ま
り
、
宗
旨
巻
の

該
当
箇
所
に
捺
印
し
た
。

【
吉
田
勝
右
衛
門
】
大
坂
西
町
奉
行
組
与
力

【
同
家
】
同
居

【
借
屋
之
吟
味
】
掛
屋
敷
（
借
屋
）
の
管
理
。
こ
こ
で
は
町
内
に
あ
る
借

屋
の
持
主
が
死
亡
し
家
守
も
い
な
い
の
で
、
町
内
の
町
年
寄
と
五
人
組

が
借
屋
を
管
理
し
た
こ
と
を
示
す

【
田
中
金
八
】
北
組
の
町
惣
代
。
こ
こ
で
は
町
奉
行
所
地
方
役
の
下
役
で

あ
る

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
大
和
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
兵
衛
支
配
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
次
郎

一�

松
平
越
後
守＊
様
御
内
高
橋
由
三
殿
上
下
六
人
、
瓦
町
壱
丁
目
鉄

屋
喜
兵
衛
請
人
ニ
取
置
、
私
方
旅
宿
被
致
候
ニ
付
、
此
段
去
ル

午
二
月
八
日
御
断
奉
申
上
候
、
然
ル
処
右
由
三
殿
今
辰
上
刻＊
平

野
町
三
丁
目＊
伊
丹
屋
半
兵
衛
支
配
借
屋
俵
屋
孫
次
郎
方
へ
旅
宿

替
被
致
候
故
、
右
之
趣
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　

天
明
八
年
申
二
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　

甚
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
守　

大
和
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
兵
衛

御
奉
行
様　

東
西
御
当
番
所＊

【
松
平
越
後
守
】
美
作
津
山
藩
主
。
津
山
藩
は
上
中
之
島
ま
た
は
常
安
町

に
蔵
屋
敷
を
も
っ
て
い
る

【
辰
上
刻
】
午
前
七
時
か
ら
八
時
頃

【
平
野
町
三
丁
目
】
道
修
町
三
丁
目
の
南
隣
。
北
組
惣
会
所
が
あ
る

【
当
番
所
】
町
奉
行
所
で
諸
届
を
受
け
付
け
る
部
署
。
与
力
・
同
心
が
当

二
三
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番
制
で
勤
務
す
る
。
三
郷
内
で
武
士
が
宿
泊
す
る
場
合
も
当
番
所
に
届

け
る
義
務
が
あ
っ
た
こ
と
が
本
史
料
か
ら
確
認
で
き
る

　
　
　
　

乍
憚
口
上

一�

鉛
問
屋
并
仲
買
商
売
人
名
前
当
廿
三
日
書
出
候
処
、
右
問
屋
・

仲
買
人
之
内
相
漏
候
者
有
之
候
趣
ニ
付
、
再
応
相
糺
弥
相
違
無

之
哉
、
書
付
差
出
候
様
被
仰
付
、
猶
又
丁
内
相
糺
候
処
、
右
問

屋
并
中
買
之
者
無
御
座
候
ニ
付
、
此
段
以
書
付
御
断
申
上
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　

申
二
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
町＊
紙
屋
九
兵
衛
支
配
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋
嘉
兵
衛
後
家＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か

一�

去
未
七
月
廿
四
日
夜
道
修
町
三
丁
目
近
江
屋
重
右
衛
門
支
配
借

屋
軒
下
ニ
捨
有
之
候
出
生
ゟ
百
日
計
ニ
相
見
へ
候
男
子
、
私
夫

嘉
兵
衛
貰
受
養
育
仕
度
、
七
郎
右
衛
門
町＊
壱
丁
目
肥
前
屋
弥
兵

衛
支
配
借
屋
河
内
屋
重
兵
衛
受
人＊
ニ
相
立
、
右
町
内
ゟ
同
九
月

三
日
奉
願
上
候
処
、
御
聞
届
被
為
成
下
難
有
奉
存
養
育
仕
罷
在

候
、
然
ル
処
夫
嘉
兵
衛
義
昨
廿
三
日
病
死
仕
候
処
困
窮
仕
養
育

難
相
成
、外
ニ
世
話
仕
呉
候
親
類
之
者
も
無
御
座
歎
敷
奉
存
候
、

依
之
右
忰
道
修
町
三
丁
目
丁
内
へ
引
取
相
頼
候
処
、
致
承
知
呉

候
ニ
付
、
乍
恐
右
之
趣
御
願
奉
申
上
候
、
何
卒
御
聞
届
被
為
成

下
候
ハ
ヽ
御
慈
悲
難
有
奉
存
候
、
此
段
右
丁
内
ゟ
も
連
印
仕
、

同
事
奉
願
上
候
、
以
上

　
　

天
明
八
年
申
二
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

後
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
人　
　
　

重
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
兵
衛

　
�

右
河
内
屋
嘉
兵
衛
後
家
し
か
ゟ
奉
願
上
候
通
、
私
共
承
知
仕
候

ニ
付
右
忰
町
内
へ
引
取
遣
度
乍
恐
同
事
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主　

近
江
屋

二
四地域創造学研究

史料紹介



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
病
気
ニ
付
月
行
司

御
奉
行
様　

東

【
斎
藤
町
】「
さ
い
と
う
ま
ち
」。
北
組
。
西
横
堀
斎
藤
橋
西
詰
か
ら
西
に

伸
び
る
両
側
町

【
後
家
】
未
亡
人

【
七
郎
右
衛
門
町
】「
し
ち
ろ
う
え
も
ん
ち
ょ
う
」。
北
組
。
西
横
堀
沿
い

に
一
・
二
丁
目
が
展
開
す
る
。
西
横
堀
二
四
浜
の
一
つ
。
材
木
商
が
集

住

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
上
田
三
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
守　
　
　

伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛

一�

私
支
配
借
家
軒
下
へ
夜
前
五
ツ
時＊
頃
見
馴
候
廿
歳
計
之
嘉
七
与

申
非＊
人
病
気
ニ
而
行
倒
居
申
候
ニ
付
、
様
子
見
受
候
処
、
湿
病＊

ニ
而
身
中
痛
所
有
之
趣
ニ
付
、
薬
用
介
抱
致
遣
候
得
共
、
歩
行

難
相
成
躰
ニ
御
座
候
ニ
付
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　

天
明
八
年
申
三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　

五
郎
兵
衛＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様

　

�

右
非
人
元
来
天
満
臼
屋
町＊
播
磨
屋
次
郎
兵
衛
借
屋
大
仁
屋
清
兵

衛
与
申
者
忰
之
由
、
父
清
兵
衛
儀
去
未
五
月
□病
□死
仕
候
処
、
相

続
難
相
成
非
人
ニ
落
候
趣
申
之
候
、
此
段
口
上
ニ
而
申
上
候
、

東
御
当
番
所＊
高
原
小
家＊
へ
引
渡
候
様
被
仰
渡
候

　
　
　
　

覚

一�

昨
夜
五
ツ
時
頃
、
丁
内
伏
見
屋
五
郎
兵
衛
支
配
借
屋
軒
下
へ
年

頃
廿
歳
計
見
馴
候
嘉
七
与
申
非
人
行
倒
候
ニ
付
見
改
候
処
、
湿

病
ニ
而
身
中
痛
所
有
之
趣
ニ
相
見
へ
申
候
ニ
付
、
此
段
御
番
所

様
江
御
届
奉
申
上
候
処
、
御
当
番
田
中
源
右
衛
門
様

関
根
栄
次
郎
様　

高
原
小
家

へ
遣
候
様
被
為　

仰
付
候
ニ
付
、
則
差
遣
申
候
、
以
上

　
　

申
三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　

高
原
小
家

　
　
　
　
　
　
　
　

御
会
所＊

二
五
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【
夜
前
五
ツ
半
時
】
夕
方
五
時
頃

【
非
人
】
野
非
人
。
身
寄
り
の
な
い
ホ
ー
ム
レ
ス
、
物
乞

【
湿
病
】「
し
つ
や
み
」。
①
梅
毒
、
②
リ
ウ
マ
チ

【
伏
見
屋
五
郎
兵
衛
】
道
修
町
薬
種
仲
買
仲
間

【
臼
屋
町
】「
う
す
や
ま
ち
」。
天
満
一
丁
目
か
ら
分
か
れ
る
。
天
満
橋
北

詰
か
ら
東
へ
三
筋
目

【
東
御
当
番
所
】
大
坂
東
町
奉
行
所
の
当
番
所
。
町
奉
行
所
で
諸
届
を
受

け
付
け
る
部
署
。
与
力
・
同
心
が
当
番
制
で
勤
務
す
る

【
高
原
小
屋
】
御
用
瓦
師
寺
島
藤
右
衛
門
が
管
理
す
る
瓦
土
取
場
の
な
か

に
設
け
ら
れ
た
野
非
人
収
容
施
設
。
安
永
二
年
か
ら
は
市
中
の
行
倒
人

も
収
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た

【
御
会
所
】
高
原
会
所
、
高
原
小
屋
会
所
。
収
容
し
た
野
非
人
は
四
カ
所

の
垣
外
集
団
（
非
人
仲
間
）
が
管
理
す
る
た
め
、
高
原
小
屋
に
は
詰
所

が
置
か
れ
た
。
こ
の
詰
所
が
会
所
で
あ
る
。
こ
の
会
所
は
四
カ
所
の
垣

外
の
寄
合
所
で
も
あ
っ
た
。

＊
三
月
十
一
日
付
け
で
町
中
野
非
人
行
倒
死
の
際
、
死
骸
仮
片
付
を
指
示

す
る
町
触
（
達
九
二
五
）
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

上
人
町＊
油
屋
差
兵
衛
借
屋
ニ
罷
在
候
本
道
医
師＊
原
泰
庵
弟
子
林

泰
仙
、
丁
内
綷
屋
三
五
郎
借
屋
借
り
受
引
移
申
候
ニ
付
、
医
師

帳＊
張
紙
仕
度
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
四
日　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

東

　
　
　

上
人
町
申
合
、
両
町
同
事
ニ
御
断
申
上
、
御
聞
届
被
成
候

【
上
人
町
】「
し
ょ
う
に
ん
ま
ち
」。
北
組
。
北
船
場
に
東
西
に
展
開
す
る

高
麗
橋
通
り
の
う
ち
、
丼
池
筋
と
淀
屋
橋
筋
の
間
に
所
在
す
る
両
側
町

【
本
道
医
師
】
本
道
家
。
漢
方
に
お
け
る
内
科
医

【
医
師
帳
】
医
師
の
管
理
は
町
奉
行
所
と
惣
会
所
の
双
方
で
お
こ
な
っ
て

い
て
こ
と
が
わ
か
る
。
医
師
帳
が
町
奉
行
所
と
惣
会
所
の
ど
ち
ら
が
管

理
し
て
い
た
か
は
不
明

　
　
　
　

乍
憚
口
上

一�

上
人
町
油
屋
差
兵
衛
借
屋
ニ
罷
在
候
本
道
医
師
原
泰
庵
弟
子
林

泰
仙
丁
内
綷
屋
三
五
郎
借
屋
借
り
受
、
引
移
申
候
ニ
付
、
医
師

帳
張
紙
仕
度
、
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　

申
三
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中
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乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　

北
組
三
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

町
内
持
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
同
家＊
鳥
飼
屋
五
郎
助
家
屋
敷
表
口
三

間
壱
尺
四
寸
、
裏
行
弐
拾
間
壱
尺
七
寸
三
歩
、
但
壱
役
壱
歩＊
、

右
家
屋
敷
壱
ケ
所
所
持
仕
候
処
、
家
主
五
郎
助
義
、
当
正
月
病

死
仕
、
死
跡
実
子
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
名
前
ニ
罷
成＊
候

一�

丁
内
小
西
半
兵
衛
義
過
書
座＊
年
寄
役
相
勤
、
右
役
義
ニ
付
、
摂

州
平
田
船
番
所＊
へ
相
詰
居
候
ニ
付
、
右
留
守
中
代
判
別
家
手
代

丁
内
伏
見
屋
六
兵
衛
借
屋
小
西
嘉
助
相
勤
罷
在
候
処
、
右
嘉
助

代
判
相
退
キ
、
跡
代
判
別
家
手
代
同
借
屋
小
西
宇
兵
衛
相
勤
申

候
右
之
通
水
帳
絵
図
張
紙
仕
度
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様　

東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛
同
家
鳥
飼
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
助
死
跡
実
子
忠
兵
衛
名
前
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
、
丁
内
持
直
判＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
書
座
年
寄
役
相
勤
、
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
義
ニ
付
摂
州
平
田
船
番
所
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
詰
居
申
候
ニ
付
、
右
留
主
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
判
別
家
手
代
丁
内
伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
兵
衛
小
西
嘉
助
退
、
跡
代
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
判
別
家
手
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
四
日

　

右
ハ
水
帳
張
紙
控

【
同
家
】
同
居
。
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
家
で
く
ら
す
五
郎
助
が
町
内
に
一
軒

の
掛
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ
る

二
七
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【
壱
役
壱
歩
】
こ
の
家
屋
敷
の
家
役
。
一
、
一
役

【
名
前
ニ
罷
成
】
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
子
が
親
の
名
を
襲
い
、
忠
兵
衛
を
名

乗
る
こ
と

【
過
書
座
】
淀
川
で
伏
見
と
天
満
橋
の
間
を
営
業
範
囲
と
す
る
過
書
船
を

監
督
す
る
役
所
。
過
書
座
年
寄
は
大
坂
に
三
名
、
尼
崎
・
大
塚
・
枚
方
・

淀
・
京
都
に
各
一
名
。
天
明
七
年
、
過
書
座
年
寄
は
勤
役
中
一
役
が
無

役
と
な
る
（『
大
阪
市
史
』
第
一　

六
一
五
頁
）

【
平
田
船
番
所
】
過
書
船
の
役
所
は
天
満
大
川
町
、船
番
所
は
伏
見
・
枚
方
・

平
田
（
茨
木
市
）
に
お
か
れ
た

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

町
内
持
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
ニ
同
家
鳥
飼
屋
五
郎
助
家
屋
敷
壱
ケ

所
所
持
仕
候
処
、
家
主
五
郎
助
儀
、
当
正
月
病
死
仕
跡
名
前
未

極
先
月
十
九
日
無
印
脇
書＊
御
伺
奉
申
上
候
、
然
ル
処
実
子
鳥
飼

屋
忠
兵
衛
名
前
ニ
罷
成
、
丁
内
持
直
判
ニ
相
勤
申
候

一�

町
内
小
西
半
兵
衛
儀
過
書
座
年
寄
役
相
勤
、
右
役
儀
奉
ニ
付
、

摂
州
平
田
舟
番
所
江
相
詰
居
候
ニ
付
、
右
留
主
中
代
判
別
家
手

代
丁
内
伏
見
屋
六
兵
衛
借
屋
小
西
嘉
助
相
勤
罷
在
候
処
、
右
嘉

助
義
代
判
相
退
キ
跡
代
判
別
家
手
代
同
借
屋
小
西
宇
兵
衛
相
勤

申
候

　

�

右
之
通
三
ケ
条
御
法
度
書
之
証
文
ニ
脇
書
仕
度
、
左
ニ
書
付
乍

恐
御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　

紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
右
衛
門

御
奉
行
様

　
　
　

町
内
持
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
ニ
同
家

　
　
　
　
　
　
　

三
月　
　

二
月　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　
　
　
　
　

□　
　
　

無
印
○
○
○　

五
郎
助　

○

　
　
　
　
　
　
　

実
子
鳥
飼
屋　
　
　
　

家
主
五
郎
助

　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛
名
前
ニ
成　
　

先
月
病
死
仕

　
　
　
　
　
　
　

丁
内
持
直
判　
　
　
　

跡
名
前
未
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
屋
之
吟
味
年
寄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
人
組
仕
候

　
　

�
家
主
小
西
半
兵
衛
過
書
座
年
寄
役
相
勤
、
右
役
義
ニ
付
、
摂

州
平
田
船
番
所
へ
相
詰
居
候
ニ
付
、
右
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留
主
中
代
判
別
家
手
代
丁
内
伏
見
屋
六
兵
衛
借
屋

　
　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　
　

十
一
月　

小
西

　
　
　
　
　
　

○　

○　

○　

○　

○　
　
　
　

嘉
助　

○

　
　
　
　
　
　

□

　
　
　
　
　

代
判
嘉
助
退
、
跡
代
判　
　

天
明
七
年
未
十
一
月
ゟ

　
　
　
　
　

別
家
手
代
丁
内
伏
見
屋　
　

右
年
寄
相
勤
候
内

　
　
　
　
　

�

六
兵
衛
借
屋
小
西
宇
兵
衛　

一
役
御
免
被
為
被
仰
付

候

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛

一�

当
正
月
廿
四
日
夜
、
私
借
屋
軒
下
ニ
□出
生
ゟ
三
十
日
計
ニ
相
見

へ
候
女
子
捨
子
有
之
、
早
速
御
断
奉
申
上
、
養
育
仕
罷
在
候

処
、
右
女
子
大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所
摂
州
東
成
郡
天
王
寺

村＊
之
内
南
堀
越
町＊
百
性
庄
左
衛
門
与
申
者
貰
受
養
育
仕
度
段
申

之
候
、尤
右
庄
左
衛
門
女
房
当
正
月
安
産＊
之
忰
相
果
申
候
ニ
付
、

乳
沢
山
ニ
御
座
候
、
其
外
当
申
八
歳
ニ
相
成
候
男
子
壱
人
御
座

候
故
差
遣
申
度
、
則
受
人
右
同
所
百
性
伊
兵
衛
召
連
乍
恐
御
願

奉
申
上
候
、此
段
御
聞
届
被
為　

成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋

　
　

天
明
八
年
申
三
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　

忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄

右
之
通
相
違
無
御
座
、
末
々
麁
抹
ニ
無
之
様
養
育
可
仕
候
、
何
卒

私
へ
被
為
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所

　
　
　
　
　
　
　
　

摂
州
東
成
郡
天
王
寺
村
之
内

　
　
　
　
　
　
　
　

南
堀
越
町
百
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
主　
　
　

庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

右
同
断　
　
　
　
　
　
　

百
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請
人　
　
　
　
　
　

伊
兵
衛

御
奉
行
様　

東

【
天
王
寺
村
】
東
成
郡
の
う
ち
。
大
坂
三
郷
町
続
き
の
村
。

【
南
堀
越
町
】「
ほ
り
こ
し
ち
ょ
う
」。
天
王
寺
村
の
う
ち

【
安
産
】
出
産
に
よ
っ
て
母
体
に
影
響
が
な
い
こ
と
。
子
供
が
死
亡
し
て

二
九
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も
母
親
が
生
き
て
い
れ
ば
安
産
で
あ
る

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
ニ
付
月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　

北
組
三
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
兵
衛

一�

他
町
持
道
修
町
壱
丁
目
忰
加
賀
屋
弥
三
右
衛
門
ニ
同
家
弥
一
郎

義
、
此
度
剃
髪
仕
名
を
宗
渓
与
相
改
申
候
、
尤
家
守
是
迄
之
通

吉
川
屋
吉
兵
衛
相
勤
申
候

　

�

右
之
通
水
帳
絵
図
張
紙
仕
度
、
乍
恐
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以

上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　

天
明
八
年
申
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
兵
衛

御
奉
行
様　

西

　
　
　
　

乍
恐
口
上

一�

他
町
持
道
修
町
壱
丁
目
加
賀
屋
弥
三
右
衛
門
ニ
同
家
弥
一
郎

義
、
此
度
剃
髪
仕
名
を
宗
渓
与
相
改
申
候
、
尤
代
印
家
守
是
迄

之
通
吉
川
屋
吉
兵
衛
相
勤
申
候

　

�

右
之
通
三
ケ
条
御
法
度
書
証
文
ニ
脇
書
仕
度
左
ニ
書
付
、
乍
恐

御
窺
奉
申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　

天
明
八
年
申
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
兵
衛

御
奉
行
様

　
　
　
　
　
　

家
主
加
賀
屋
弥
一
郎
ハ
道
修
町
壱
丁
目

　
　
　

他
町
持

　
　
　
　
　
　

加
賀
屋
弥
三
右
衛
門
方
に
同
家
、
代
印
家
守
丁
内

　
　
　
　
　
　

右
弥
一
郎
借
屋

　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
屋

　
　
　
　
　

○　

○　

○　

○　

○　
　
　
　

吉
兵
衛　

○

　
　
　
　
　

家
主
弥
一
郎

　
　
　
　
　

剃
髪
仕
名
ヲ
改

　
　
　
　
　

宗
渓

＊
掛
屋
敷
（
名
義
人
が
居
住
せ
ず
、
借
屋
経
営
を
す
る
家
屋
敷
）
の
家
守

と
借
屋
人
は
別
個
で
あ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
借
屋

人
が
家
守
を
勤
め
て
い
る
。

　
　
　
　

覚
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肥
前
唐
津

一
米
百
石　
　
　
　
　
　
　
　

申
二
月
分

同一
同
百
弐
拾
六
石
六
斗
六
升　

同
三
月
分

右
者
水
野
左
近
将
監＊
殿
蔵
屋
鋪
上
り
米＊
高
少
も
相
違
無
御
座
候
、

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
元＊
道
修
町
三
丁
目

　
　
　

申
四
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　

右
書
付
月
分
ニ
認
弐
枚
ニ
而
差
出
ス

【
上
り
米
】
登
り
米
。
地
方
か
ら
大
坂
へ
廻
送
す
る
米
。
こ
の
場
合
は
唐

津
か
ら
大
坂
の
蔵
屋
敷
に
廻
送
さ
れ
る
米

【
蔵
元
】
町
人
蔵
元
。
蔵
屋
敷
出
入
の
町
人
の
支
配
人

両
川
口＊
水
尾
木＊
建
替
入
用
割
方＊
之
儀
、
例
年
之
通
問
屋＊
・
舟
宿＊
割

付
申
度
旨
、
廻
船
年
寄＊
ゟ
奉
願
上
候
ニ
付
、
問
屋
名
前
書
廻
船
会

所＊
へ
書
出
候
様
惣
会
所
ゟ
申
来
ル

　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　

家
持

一
積
問
屋＊　
　
　
　
　

小
西
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
□忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
半
右
衛
門＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊
国
屋
仁
兵
衛＊

　

右
之
通
御
座
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　

申
四
月
十
三
日　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　

廻
船
会
所

【
両
川
口
】
安
治
川
と
木
津
川
の
河
口
。
廻
船
の
湊
で
あ
っ
た
。

【
水
尾
木
】「
み
お
ぎ
」。
澪
木
。
澪
標
（
み
お
つ
く
し
）
の
こ
と
。
両
川

口
に
は
大
阪
湾
か
ら
進
入
す
る
廻
船
の
航
路
を
示
す
標
識
が
立
て
ら
れ

て
い
た
。
こ
れ
が
澪
標
で
あ
る

【
入
用
割
方
】
諸
経
費
を
割
り
付
け
る
方
法

【
問
屋
】
こ
こ
で
は
積
問
屋
（
船
積
問
屋
）
の
こ
と

【
舟
宿
】
船
宿
。
大
坂
の
船
宿
は
荷
主
や
船
主
と
問
屋
の
間
に
立
っ
て
荷

物
を
世
話
す
る
者
で
あ
る

【
廻
船
年
寄
】
廻
船
を
取
り
締
ま
る
民
間
の
監
督
官
。
そ
の
役
所
が
廻
船

三
一
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会
所
で
あ
る

【
積
問
屋
】
船
積
問
屋
。
買
継
問
屋
と
も
い
う
。
荷
主
か
ら
預
か
っ
た
荷

物
を
消
費
地
の
荷
受
問
屋
に
積
み
出
す
船
問
屋
。
菱
垣
廻
船
に
お
け
る

大
坂
二
十
四
組
問
屋
の
よ
う
に
荷
主
問
屋
が
積
問
屋
を
兼
ね
る
場
合
が

多
い

【
大
和
屋
伊
兵
衛
】
薬
種
中
買
仲
間
。
長
崎
問
屋
。
薬
白
雪
糖
屋
。
安
永

八
年
、
唐
薬
種
取
締
役
を
命
じ
ら
れ
る

【
伏
見
屋
半
右
衛
門
】
薬
種
中
買
仲
間
。
芸
州
問
屋
（
安
永
）

【
紀
伊
国
屋
仁
兵
衛
】
薬
種
中
買
仲
間

【
廻
船
会
所
】
海
船
を
監
督
す
る
民
間
の
役
所
。
監
督
官
を
廻
船
年
寄
と

い
う
。
阿
波
町
に
所
在

＊
明
和
三
年
、
道
修
町
三
丁
目
の
船
積
問
屋
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大

和
屋
伊
兵
衛
、
小
西
半
兵
衛
、
紀
伊
国
屋
斧
吉
、
伏
見
屋
半
右
衛
門
、

鳥
飼
屋
忠
兵
衛
、辰
巳
屋
善
右
衛
門
、永
来
屋
平
兵
衛
（「
諸
事
書
上
帳
」

第
一
冊
）。

＊
天
明
八
年
当
時
、
道
修
町
三
丁
目
に
船
積
問
屋
が
五
軒
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
五
軒
は
す
べ
て
薬
種
中
買
仲
間
で
あ
る
。

　
　
　
　

乍
憚
口
上

一�

長
崎
御
交
代
御
勘
定
御
役
人
様
并
御
普
請
御
役
人＊
様
当
春
御
止

宿
之
儀
、
是
迄
私
共
町
々
会
所
へ
御
宿＊
被
仰
付
、
順
番
ニ
相
勤

来
候
処
、
以
来
ハ
俵
物
御
役
所＊
へ
御
止
宿
被
遊
、
御
自
分
御
賄

ニ
被
遊
候
旨
、
其
余
ハ
諸
事
是
迄
仕
来
候
通
伏
見
ゟ
御
船
ニ
而

八
軒
家＊
迄
御
着
岸
之
節
、
御
案
内
町
役
人＊
共
并
御
荷
物
御
旅
宿

迄
持
運
人
足
、
御
逗
留
中　

御
城
代
様
・
町
御
奉
行
様
江
御
越

之
節
、
其
外
御
用
向
ニ
而
御
旅
宿
御
出
入
之
節
、
御
案
内
之
者
・

町
役
人
差
出
、
且
又
御
旅
宿
江
も
町
役
壱
人
・
小
使
人
夫
之
者

壱
両
人
、
御
逗
留
中
昼
夜
共
詰
切
之
積
、
尼
崎
ゟ
御
出
坂
之
節

も
御
旅
宿
御
案
内
之
者
差
出
候
様
□仕
大
坂

□
□
ゟ
伏
見
へ
御
乗
船
之

節
も
前
同
様
ニ
被
仰
付
候
而
も
差
支
之
儀
ハ
無
之
哉
有
無
申
上

候
様
被
仰
付
奉
畏
候
、
此
義
前
段
之
通
被
仰
付
儀
ニ
御
座
候
得

者
、
於
町
々
ニ
物
入
等
も
相
減
差
支
之
儀
者
毛
頭
無
御
座
、
一

統
難
有
御
儀
ニ
御
座
候
、
依
之
連
印
以
書
付
御
受
奉
申
上
候
、

以
上

　
　

天
明
八
戊
申
年
四
月
十
五
日　
　
　

北
浜
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
書
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
木
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
橋
三
丁
目
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同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尼
崎
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗
橋
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
人
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
軒
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
豆
葉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
右
衛
門
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
天
満
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呉
服
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

五
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
町
壱
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

弐
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
鍋
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
町
々
年
寄
連
印

　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
長
崎
御
交
代
御
勘
定
御
役
人
并
御
普
請
御
役
人
】
一
年
交
代
で
長
崎
に

出
張
す
る
勘
定
所
役
人
。
明
和
元
年
に
、
勘
定
所
役
人
で
あ
る
支
配
勘

定
二
名
と
普
請
方
二
名
が
一
年
交
替
で
長
崎
に
在
勤
す
る
こ
と
が
定
め

ら
れ
た

【
御
宿
】
御
用
宿

【
俵
物
御
役
所
】
俵
物
会
所
。
安
永
四
年
に
北
浜
に
お
か
れ
た
が
、
天
明

四
年
に
銅
座
に
接
収
さ
れ
た

【
八
軒
家
】
八
軒
屋
。
天
満
橋
と
天
神
橋
の
中
間
、
淀
川
左
岸
に
あ
っ
た

船
着
き
場
。
京
都
と
大
坂
を
結
ぶ
川
船
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

【
御
案
内
町
役
人
】
御
用
宿
に
指
定
さ
れ
た
町
年
寄
が
八
軒
家
ま
で
出
迎
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え
に
い
っ
た

＊
北
浜
一
丁
目
か
ら
北
鍋
屋
町
の
三
二
町
は
北
船
場
で
御
用
宿
を
つ
と
め

る
町
組
で
あ
る
。
御
用
宿
に
つ
い
て
は
呉
偉
華
『
近
世
大
坂
の
御
用
宿

と
都
市
社
会
』（
清
文
堂　

二
〇
二
三
年
）
参
照
。

　
　
　
　

乍
恐
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
紙
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
左
衛
門
家
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
右
衛
門

一�

去
未
七
月
廿
四
日
夜
、
私
支
配
借
屋
軒
下
ニ
捨
有
之
候
男
子
、

斎
藤
町＊
紙
屋
九
兵
衛
支
配
借
屋
河
内
屋
嘉
兵
衛
貰
請
養
育
仕
度

申
之
候
ニ
付
、
同
九
月
三
日
奉
願
上
、
御
聞
届
被
為
成
下
候
、

然
ル
処
右
嘉
兵
衛
義
当
二
月
廿
三
日
病
死
仕
候
処
、
困
窮
仕
養

育
難
相
成
候
ニ
付
、
差
戻
申
度
町
内
へ
引
取
呉
候
様
相
頼
申
候

ニ
付
、
右
之
趣
翌
廿
四
日
貰
主
嘉
兵
衛
後
家
ま
さ
ゟ
奉
願
上
、

御
聞
届
被
為　

成
下
、
丁
内
へ
引
取
養
育
仕
罷
在
候
処
、
此
度

竹
中
主
水
様
御
知
行
所
摂
州
下
島
郡
吹
田
村
百
性
差
兵
衛
与
申

者
貰
受
養
育
仕
度
段
申
之
候
、
尤
右
差
兵
衛
女
房
当
三
月
安
産

之
忰
相
果
申
候
ニ
付
乳
沢
山
ニ
御
座
候
、
其
外
ニ
当
申
六
歳
ニ

相
成
候
女
子
壱
人
御
座
候
故
差
遣
申
度
、
則
請
人
土
井
大
炊
頭

様
御
領
分
摂
州
西
成
郡
上
中
島
北
大
道
村
百
性
源
兵
衛
召
連
、

乍
恐
右
之
趣
御
願
申
上
候
、
御
聞
届
被
為
相
成
下
候
ハ
ヽ
難
有

可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋

　
　

天
明
八
年
申
四
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　

重
右
衛
門＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
病
気
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
兵
衛

　

�

右
之
通
相
違
無
御
座
候
、
末
々
麁
抹
無
之
様
養
育
可
仕
候
、
何

卒
私
へ
被
為
下
置
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中
主
水
様
御
知
行
所
摂
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
島
郡
吹
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
主　
　
　

差
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井
大
炊
頭
様
御
領
分
摂
州

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
成
郡
上
中
島
北
大
道
村
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百
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
人　
　
　

源
兵
衛

　

御
奉
行
様

【
斎
藤
町
】「
さ
い
と
う
ま
ち
」。
北
組
。
西
横
堀
川
に
面
し
て
東
西
に
伸

び
る
両
側
町
。
現
江
戸
堀
一
丁
目

【
近
江
屋
重
右
衛
門
】
近
江
屋
十
右
衛
門

　
　
　
　

乍
憚
口
上

一�

長
崎
御
交
代
御
勘
定
方
并
御
普
請
方
、
右
御
役
人
様
方
御
止
宿

之
儀
、
是
迄
私
共
町
々
会
所
ニ
而
御
宿
被
仰
付
、
順
番
ニ
相
勤

来
候
処
、
以
来
ハ
俵
物
御
役
所
へ
御
止
宿
被
遊
、
御
自
分
御
賄

ニ
被
遊
候
旨
、
其
余
ハ
諸
事
是
迄
□仕
来□
之
通
被
仰
付
候
而
も
差

支
之
儀
ハ
無
之
哉
、
有
無
申
上
候
様
被
仰
付
奉
畏
候
、
左
候
得

者
於
町
々
物
入
等
相
減
、
差
支
之
儀
毛
頭
無
御
座
、
一
統
難
有

御
儀
ニ
付
、
其
段
先
達
而
御
受
書
差
上
申
候
、
然
ル
処
右
順
番

ニ
町
々
罷
出
相
勤
候
儀
、
是
迄
御
宿
両
町
ニ
而
相
勤
来
候
儀
ニ

候
故
、
以
来
迚
も
両
町
ゟ
町
々
申
合
、
順
番
ニ
両
町
ゟ
町
役
人

共
罷
出
、
御
案
内
等
相
勤
候
様
仕
度
奉
存
候
ニ
付
、
此
段
御
聞

届
被
為
成
置
被
下
候
、
乍
憚
以
書
付
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

　
　

天
明
八
年
申
四
月
廿
九
日　
　
　
　

三
拾
弐
町＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
寄
連
印

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

【
三
拾
弐
町
】
長
崎
勘
定
役
と
御
普
請
役
の
御
用
宿
に
指
定
さ
れ
た
三
二

の
個
別
町
。
銅
座
会
所
が
あ
る
北
船
場
の
町
で
構
成
さ
れ
る
。
道
修
町

三
丁
目
も
そ
の
一
つ

＊
本
史
料
は
長
崎
役
人
の
御
用
宿
を
勤
め
る
町
が
三
二
あ
る
こ
と
を
示
す

初
見
史
料
か
も
し
れ
な
い
（
呉
偉
華
『
近
世
大
坂
の
御
用
宿
と
都
市
社

会
』
清
文
堂
、
二
〇
二
三
年
。
一
三
八
頁
、
一
四
五
頁
。
呉
は
明
和
七

年
と
文
化
十
三
年
の
史
料
を
示
し
、
天
明
八
年
の
史
料
は
の
せ
て
い
な

い
）

三
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【
翻
訳
】

（
表
紙
）　　
　
　
　

 

（
朱
書
）

「　
　
　
　
　
　
　
「
五
」

　

戌　

天
明
八
年

　

諸
用
書
上
控

　

申
年
正
月
吉
日　
　
　
　
　

」

御
月
番　
　

大
坂
東
町
奉
行
所

　
　

惣
年
寄　
　

川
崎
屋
次
左
衛
門
殿

　

申
年
正
月
朔
日
か
ら

　
　
　
　

覚

一�

つ
、
御
大
名
衆
・
御
旗
本
衆
蔵
屋
敷
の
留
守
居
役
人
・
名
代
・

蔵
元
の
名
前
・
住
所
お
よ
び
蔵
屋
敷
と
一
続
き
の
屋
敷
・
空
き

屋
敷
・
借
屋
・
舟
入
設
備
の
あ
る
蔵
屋
敷
の
内
訳
を
、
町
内
の

上
手
か
ら
順
々
に
書
き
付
け
る
よ
う
ご
指
示
を
受
け
承
知
し
ま

し
た
。こ
れ
に
該
当
す
る
家
屋
敷
は
当
町
内
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
書
面
で
ご
報
告
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

覚

一�

つ
、
道
修
町
三
丁
目
の
中
橋
筋
か
ら
栴
檀
木
筋
迄
、
こ
の
表
通

り
の
道
幅
は
四
間
一
尺
七
寸
、
栴
檀
木
筋
か
ら
丼
池
筋
ま
で
は

四
間
二
尺
六
寸
。

右
の
通
り
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　

申
年
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

覚

一
つ
、
家
数
二
十
九
軒

一
つ
、
役
数
四
十
二
役
一
歩
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町
年
寄
の
家
屋
敷

　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
家
屋
敷

　

内
四
役　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
役

　
　
　
　
　

小
西
半
兵
衛
の
家
屋
敷

　
　
　
　
　

町
会
所
屋
敷

　

残
り
三
十
八
役
一
歩

一
つ
、
総
世
帯
数
百
七
軒

　
　
　

十
三
軒
は
家
持
人
の
世
帯
数　

　
　

内

　
　
　

九
十
四
軒
は
借
家
の
世
帯
数

　
　

他
に
七
軒
は
空
き
借
屋

右
の
と
お
り
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
提
出
し
ま
す
。
以

上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　

惣
御
年
寄
中　

但
し
片
折
二
つ
折
に
記
す

　
　
　
　

覚

肥
前
国
唐
津
藩

一
つ
、
米
千
三
百
三
石
三
斗
三
升
三
合
三
夕　

未
年
十
月
分

同一
つ
、
同
千
七
百
十
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
年
十
一
月
分

同一
つ
、
同
千
三
百
五
十
石　
　
　
　
　
　
　
　

同
年
十
二
月
分

右
は
唐
津
か
ら
水
野
左
近
将
監
殿
の
蔵
屋
敷
に
届
い
た
米
の
石
高

に
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
元　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　

申
年
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
又
兵
衛

　
　
　
　

惣
御
年
寄
中　

但
し
三
枚
に
記
載

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

忌
中
に
つ
き
代
判
人
は
奉
公
人
の
卯
兵
衛

三
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一�

つ
、
今
日
の
夕
暮
れ
時
、
私
が
所
有
す
る
借
屋
の
軒
下
に
生
後

三
十
日
く
ら
い
に
み
え
る
女
の
子
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
た

だ
ち
に
家
に
運
び
様
子
を
見
ま
し
た
と
こ
ろ
、
体
に
疵
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
ま
ま
大
事
に
育
て
て
い
ま
す
。
恐

れ
入
り
ま
す
が
こ
の
事
を
届
け
出
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
正
月
二
十
四
日　
　
　
　

代
判
人
卯
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
東
町
奉
行
様　
　

寺
西
市
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
銭
屋
与
左
衛
門
家
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
十
右
衛
門

一�

つ
、
去
年
十
月
六
日
夜
、
私
が
管
理
す
る
借
屋
の
軒
下
に
二
才

く
ら
い
に
み
え
る
男
の
子
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
ち
に

捨
子
の
届
け
を
出
し
、
育
て
て
お
り
ま
す
。
天
満
堀
川
町
に
あ

る
木
屋
又
兵
衛
が
管
理
す
る
借
屋
に
住
む
平
野
屋
伊
兵
衛
と
い

う
者
が
こ
の
男
の
子
を
も
ら
い
受
け
育
て
た
い
と
申
し
ま
す
。

ち
な
み
に
伊
兵
衛
の
女
房
は
去
年
二
歳
の
息
子
を
亡
く
し
ま
し

た
。
ま
だ
母
乳
が
た
く
さ
ん
出
る
の
で
、
こ
の
捨
子
を
伊
兵
衛

夫
婦
に
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
保
証
人
は
角
倉
与
一
様
・
大

屋
四
郎
兵
衛
様
の
御
預
所
で
あ
る
摂
津
国
西
成
郡
曽
根
崎
村
に

あ
る
小
池
利
右
衛
門
が
管
理
す
る
借
屋
の
住
人
平
野
屋
新
七
で

す
。
た
だ
い
ま
保
証
人
を
伴
い
、
捨
子
養
育
の
こ
と
を
お
願
い

に
ま
い
り
ま
し
た
。
お
聞
き
届
け
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
あ
り
が

た
く
存
じ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
正
月
二
十
五
日　
　
　
　

近
江
屋
十
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

右
の
通
り
で
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
大
切
に

養
育
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
子
供
を
私
に
く
だ
さ
い
。
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　

�

天
満
堀
川
町
の
木
屋
又
兵
衛
が
管
理
す
る
借
屋
の

住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
い
主　

平
野
屋
伊
兵
衛
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角
倉
与
一
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
預
所
摂
津
国
西
成
曾
根
崎
村

　
　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

小
池
屋
利
右
衛
門
が
管
理
す
る

借
屋
の
住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
証
人　

平
野
屋
新
七

大
坂
東
町
奉
行
様　
　

寺
西
市
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　

北
組
三
番

一�

つ
、
玉
水
町
の
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
が
当
町
内
に
所
有
す
る
家
屋

敷
は
表
口
が
四
間
二
寸
五
分
、裏
行
は
二
十
間
一
尺
七
寸
三
分
、

こ
の
役
数
は
一
役
で
す
。
町
内
に
あ
る
加
賀
屋
弥
一
郎
名
義
の

借
屋
に
住
む
吉
右
衛
門
の
兄
吉
川
屋
吉
兵
衛
が
こ
の
家
屋
敷
を

譲
り
受
け
名
義
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
に
自
分

名
義
の
家
屋
敷
を
も
つ
住
人
と
な
り
、
直
判
を
勤
め
ま
す
。
こ

の
変
更
内
容
を
記
し
た
張
紙
を
水
帳
絵
図
に
付
け
た
く
届
け
出

ま
し
た
。
ご
許
可
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
正
月
二
十
八
日　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
東
町
奉
行
様　
　

地
方
惣
代
田
中
金
八
殿

　
　
　
（
囲
線
あ
り
）

　

 

「
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
の
名
前
を
除
き
、

　
　

兄
吉
兵
衛
名
義
と
な
る
。
町
内
の　
　
（
囲
線
あ
り
）

　
　

加
賀
屋
弥
三
郎
名
義
の
借
屋
に
住
居
」「
吉
川
屋
吉
兵
衛
○
」

　
　
　
　

吉
川
屋
吉
兵
衛
○

　
　

天
明
八
年
申
正
月
二
十
七
日　

」

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

つ
、
玉
水
町
の
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
が
町
内
に
所
有
す
る
一
軒
の

家
屋
敷
は
、
町
内
に
あ
る
加
賀
屋
弥
一
郎
名
義
の
借
屋
に
住
む

吉
右
衛
門
の
兄
吉
川
屋
吉
兵
衛
が
譲
り
受
け
名
義
人
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
吉
兵
衛
は
町
内
に
自
分
名
義
の
家
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屋
敷
を
も
つ
住
人
と
な
り
、
直
判
を
勤
め
ま
す
。

　

�
つ
き
ま
し
て
は
宗
旨
巻
に
変
更
の
追
記
を
し
た
い
の
で
、
以
下

に
書
面
で
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
正
月
二
十
八
日　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
東
町
奉
行
様　
　

寺
社
方
八
田
五
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　

家
の
名
義
人
加
嶋
屋
吉
右
衛
門
は
玉
水
町
に
居
住

　
　

他
町
持

　
　
　
　
　

�

代
印
人
は
家
守
で
町
内
に
あ
る
綷
屋
三
五
郎
名
義
の

借
屋
の
住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○　
　

佐
兵
衛
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

家
の
名
義
人
は
吉
右
衛
門
か
ら

町
内
に
あ
る
加
賀
屋
弥
一
郎
名

義
の
借
屋
の
住
人
兄
吉
川
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
兵
衛
に
変
更
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
内
持
直
判
。

御
月
番　
　

大
坂
西
町
奉
行
所

　

惣
年
寄　

江
川
庄
左
衛
門
殿

　

二
月
朔
日
か
ら

　
　
　
　

は
ば
か
り
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
京
都
の
火
事
の
た
め
大
坂
の
材
木
屋
は
板
材
木
の
販
売
が

差
し
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
材
木
屋
以
外
か
ら
板
材
木
を
買
い
入

れ
て
も
販
売
は
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
板
材
木
を

購
入
す
る
者
は
、
た
と
え
他
の
商
売
を
す
る
者
や
指
物
細
工
を

す
る
者
で
あ
っ
て
も
、
現
在
保
有
す
る
板
材
木
の
数
量
を
く
わ

し
く
書
き
上
げ
る
よ
う
ご
指
示
が
あ
り
、
承
知
し
ま
し
た
。
町

内
の
家
持
人
と
借
屋
人
を
調
べ
ま
し
た
が
、
材
木
を
買
い
入
れ

て
い
る
者
は
も
ち
ろ
ん
、
所
持
し
て
い
る
者
も
お
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
を
書
面
で
お
届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
二
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　

惣
御
年
寄
中
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〔
参
考
史
料
１
〕

一�
つ
、
京
都
の
大
火
の
た
め
町
奉
行
様
は
御
当
地
の
材
木
屋
が
板

材
木
を
販
売
す
る
こ
と
を
差
し
止
め
ら
れ
た
。
材
木
屋
以
外
で

板
材
木
を
仕
入
れ
て
い
る
者
へ
も
販
売
を
差
し
止
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
板
材
木
を
買
い
入
れ
て
い
る
者
は
そ
の
数
量
ま
た
は
在

庫
の
な
い
こ
と
を
書
き
付
け
、
本
人
の
印
鑑
を
押
し
、
明
後
九

日
五
ツ
時
に
最
寄
り
の
惣
会
所
へ
提
出
し
な
さ
い
。

　
　

申
年
二
月
七
日�

（
補
達
二
五
〇
）

〔
参
考
史
料
２
〕

今
月
七
日
の
町
触
で
、
材
木
屋
の
ほ
か
所
持
す
る
板
材
木
の
数
量

調
査
と
販
売
の
差
し
止
め
を
通
達
し
た
。
こ
の
件
は
町
奉
行
様
が

板
材
木
の
販
売
を
許
可
さ
れ
た
の
で
、
昨
日
そ
の
内
容
を
記
し
た

町
触
を
廻
状
で
出
し
た
。
町
内
住
人
に
漏
れ
が
な
い
よ
う
伝
え
な

さ
い
。
以
上
。

　
　

申
年
二
月
十
日�

（
補
達
二
五
一
）

　
　
　
　

覚

一
つ
、
薪
三
十
八
本

一
つ
、
柴
一
抱
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
組

　
　

申
年
二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

右
は
翌
十
一
日
に
火
刑
が
執
行
さ
れ
る
の
で
鳶
田
処
刑
場
へ
差
し

出
し
た
。

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　

�

道
修
町
三
丁
目
に
あ
る
紙
屋
吉
右
衛
門
名
義
の

借
屋
の
家
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
源
八

一�

つ
、
五
年
以
前
の
辰
年
九
月
十
日
夜
、
私
が
管
理
し
て
い
る
借

屋
の
軒
下
に
男
の
子
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
天
満
二
丁
目
の

伊
勢
屋
清
蔵
が
管
理
す
る
借
屋
の
住
人
山
口
屋
佐
兵
衛
が
そ
の

子
を
貰
い
受
け
養
育
し
た
い
と
申
し
ま
す
の
で
、
去
る
巳
年
二

月
二
十
九
日
に
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
御
聞
き
届
け
く
だ
さ
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い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
貰
い
主
の
佐
兵
衛
は
天
満
今
井
町
に
あ

る
文
字
屋
弥
兵
衛
名
義
の
借
屋
へ
転
居
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

を
同
年
七
月
五
日
に
お
届
け
し
ま
し
た
。
捨
子
は
捨
松
と
名
付

け
今
年
で
五
歳
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
、
佐
兵
衛
は
病

身
に
な
り
仕
事
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
捨
松
の
養

育
が
困
難
に
な
り
、
捨
松
を
当
町
に
戻
し
た
い
の
で
引
き
取
っ

て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
願
い
は
去
年
十
月
二

十
三
日
に
貰
い
主
の
佐
兵
衛
か
ら
願
い
出
て
ご
許
可
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
町
内
に
引
き
取
り
養
育
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
生
玉
神
社
の
領
地
で
あ
る
摂
津
国
西
成
郡
難
波
村
上

之
町
に
あ
る
阿
波
屋
半
兵
衛
名
義
の
借
屋
の
住
人
籠
屋
嘉
右
衛

門
が
貰
い
受
け
養
育
し
た
い
と
申
し
ま
す
の
で
養
子
に
や
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
御
代
官
大
屋
四
郎
兵
衛
様
の
管
轄
地

で
あ
る
難
波
村
北
之
町
に
あ
る
長
門
屋
角
兵
衛
名
義
の
借
屋
の

住
人
綿
屋
嘉
兵
衛
を
保
証
人
と
し
て
連
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

願
い
を
お
聞
き
届
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
ら
、
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
二
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
源
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
紙
屋
吉
右
衛
門
が
病
気
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
十
右
衛
門

右
の
通
り
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
大
切
に
養

育
し
ま
す
。
私
へ
捨
松
を
養
子
と
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ら
あ
り

が
た
く
存
じ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
玉
社
領
摂
津
国
西
成
郡
難
波
村
上
之
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
波
屋
半
兵
衛
名
義
の
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
い
主　
　

籠
屋
嘉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所
同
所
北
之
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
門
屋
角
兵
衛
名
義
の
借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
証
人　
　

綿
屋
嘉
兵
衛

大
坂
東
町
奉
行
様

　
　
　
　

覚

一�
つ
、
去
年
十
一
月
か
ら
今
年
正
月
ま
で
十
一
品
諸
荷
物
に
つ
き

町
内
で
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
廻
船
会
所
へ
書
面
で
届
け
出

た
ほ
か
は
、
他
所
・
他
国
の
船
で
江
戸
に
直
接
輸
送
し
た
商
品
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は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
結
果
を
書
面
で
報
告
し
ま
す
。
以
上
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
月
行
司

　
　

申
年
二
月
二
十
三
日　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
正
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

覚

一�

つ
、
町
奉
行
所
で
鉛
問
屋
と
仲
買
人
の
名
前
が
急
ぎ
必
要
な
こ

と
か
ら
、
各
町
で
調
査
し
該
当
者
が
な
い
場
合
で
も
書
面
で
提

出
す
る
よ
う
ご
指
示
を
受
け
承
知
し
ま
し
た
。
町
内
で
調
べ
ま

し
た
が
鉛
問
屋
と
仲
買
人
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
書
面
で

ご
報
告
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
三
月
二
十
三
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　

北
組
三
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

つ
、
町
内
の
近
江
屋
忠
右
衛
門
は
十
一
歳
で
す
。
代
判
は
別
家

の
手
代
で
町
内
に
あ
る
上
田
三
郎
左
衛
門
名
義
の
借
屋
に
住
む

近
江
屋
三
右
衛
門
が
勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
三
右
衛

門
は
代
判
人
を
退
き
、
後
任
の
代
判
は
別
家
の
手
代
で
町
内
に

あ
る
賀
儀
屋
（
鍵
屋
）
平
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
近
江
屋
利

八
が
勤
め
ま
す
。

一�

つ
、
町
内
に
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
る
小
西
次
右
衛
門
は
町
内

に
あ
る
浅
井
以
敬
名
義
の
借
屋
に
居
住
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
町
内
に
あ
る
小
西
半
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
転
居
し
ま

し
た
。

右
の
変
更
内
容
を
水
帳
絵
図
に
追
記
し
た
い
の
で
、
お
手
数
を
お

か
け
し
ま
す
が
お
届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

天
明
八
年
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
西
町
奉
行
様　
　

地
方
役
所
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お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

つ
、
町
内
の
近
江
屋
忠
右
衛
門
は
十
一
歳
で
す
。
別
家
の
手
代

で
町
内
に
あ
る
上
田
三
郎
左
衛
門
名
義
の
借
屋
に
住
む
近
江
屋

三
右
衛
門
が
代
判
人
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
三
右
衛

門
は
代
判
を
退
き
、
後
任
と
し
て
別
家
の
手
代
で
町
内
に
あ
る

賀
儀
屋
（
鍵
屋
）
平
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
近
江
屋
利
八
が

代
判
人
を
勤
め
ま
す
。

一�

つ
、
町
内
に
持
家
が
あ
る
小
西
次
右
衛
門
は
町
内
に
あ
る
浅
井

以
敬
名
義
の
借
屋
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
町
内

に
あ
る
小
西
半
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
転
居
し
ま
し
た
。

一�

つ
、
町
内
に
持
家
が
あ
る
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
に
同
居
し
て
い
る

鳥
飼
屋
五
郎
助
が
先
月
病
死
し
ま
し
た
。
相
続
人
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
今
月
は
宗
旨
巻
に
押
印
が
な
い
こ

と
を
お
届
け
し
ま
す
。

右
の
通
り
、
変
更
内
容
を
宗
旨
巻
証
文
に
追
記
し
た
い
の
で
、
そ

の
内
容
を
以
下
に
書
き
付
け
ま
し
た
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
西
町
奉
行
様　
　

寺
社
方
与
力
吉
田
勝
右
衛
門
様

　
　

�

家
持
町
人
の
近
江
屋
忠
右
衛
門
は
十
歳
に
つ
き
代
判
人
は
同

居
の
手
代

　
　
　

二
月　
　
　

十
一
月

　
　
　

○　

○　

○　

○　

庄
兵
衛
○

□代
判
の
三
右
衛
門
が

退
き
、
後
任
代
判
は

別
家
手
代
で
町
内
の

賀
儀
屋
平
兵
衛
借
屋

に
住
む
近
江
屋
利
八
。

代
判
人
の
庄
兵
衛
は
三
右
衛
門

と
改
名
。
町
内
に
あ
る
上
田
三

郎
左
衛
門
名
義
の
借
屋
に
居

住
。別
家
代
判
は
こ
れ
迄
通
り
。

但
し
こ
の
脇
書
の
文
言
は
以
前

に
御
尋
ね
し
確
認
済
み
。

　
　

町
内
に
持
家
が
あ
り
浅
井
以
敬
名
義
の
借
屋
に
居
住

　
　
　

二
月　
　
　
　

小
西

　
　
　

○　

○　

○　

○　

庄
兵
衛
○

　
　
　

町
内
小
西
半
兵
衛
借
屋
へ
転
居
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町
内
に
持
家
が
あ
り
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
に
同
居
。

　
　
　

二
月　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　

無
印　

○　

○　

○　
　
　

五
郎
助
○

　
　
　

戸
主
五
郎
助
は
先
月
病
死
。
相
続
人
は
未
定
。

　
　
　

持
家
の
管
理
は
町
年
寄
と
五
人
組
が
行
う
。

　
　
　
　

覚

一�

つ
、
町
内
の
近
江
屋
忠
右
衛
門
は
十
一
歳
で
す
。
別
家
の
手
代

で
町
内
に
あ
る
上
田
三
郎
左
衛
門
名
義
の
借
屋
に
住
む
近
江
屋

三
右
衛
門
が
代
判
人
を
勤
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
三
右
衛

門
は
代
判
を
退
き
、
後
任
と
し
て
別
家
の
手
代
で
町
内
に
あ
る

賀
儀
屋
（
鍵
屋
）
平
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
近
江
屋
利
八
が

代
判
人
を
勤
め
ま
す
。

一�

つ
、
町
内
に
持
家
が
あ
る
小
西
次
右
衛
門
は
町
内
に
あ
る
浅
井

以
敬
名
義
の
借
屋
に
居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
町
内

に
あ
る
小
西
半
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
転
居
し
ま
し
た
。

右
の
通
り
水
帳
絵
図
の
変
更
事
由
を
記
し
た
張
紙
を
提
出
し
ま

す
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

田
中
金
八
殿

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　

�

道
修
町
三
丁
目
大
和
屋
七
郎
兵
衛
が
管
理
す
る

借
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
甚
次
郎

一�

つ
、
松
平
越
後
守
様
の
御
家
来
高
橋
由
三
殿
の
主
従
六
人
は
、

瓦
町
一
丁
目
の
鉄
屋
喜
兵
衛
を
保
証
人
に
た
て
、
私
方
に
滞
在

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
天
明
六
年
二
月
八
日
に
御
届

け
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
由
三
殿
は
本
日
辰
の
上
刻
（
お
よ
そ

午
前
七
時
頃
）
に
平
野
町
三
丁
目
の
伊
丹
屋
半
兵
衛
が
管
理
す

る
借
屋
に
住
む
俵
屋
孫
次
郎
方
へ
宿
替
え
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
た
め
こ
の
事
を
お
届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
二
月
二
十
九
日　
　
　
　

伏
見
屋
甚
次
郎
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家
守　

大
和
屋
七
郎
兵
衛

　
　
　

町
奉
行
様　

東
西
御
当
番
所

　
　
　
　

は
ば
か
り
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
鉛
問
屋
と
仲
買
商
売
人
の
名
前
調
査
を
今
月
二
十
三
日
に

提
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
問
屋
と
仲
買
人
の
名
前
に
漏
れ
が
あ

る
と
の
こ
と
で
、
再
度
漏
れ
が
な
い
か
確
認
し
提
出
す
る
よ
う

ご
指
示
を
受
け
ま
し
た
。そ
こ
で
再
度
町
内
を
調
べ
ま
し
た
が
、

町
内
に
問
屋
と
仲
買
の
者
は
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
書
面

で
お
届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　

申
年
二
月
二
十
七
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

斎
藤
町
に
あ
る
紙
屋
九
兵
衛
が
管
理
す
る

借
屋
の
住
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋
嘉
兵
衛
未
亡
人
し
か

一�

つ
、
去
年
七
月
二
十
四
日
夜
、
道
修
町
三
丁
目
の
近
江
屋
重
右

衛
門
が
管
理
す
る
借
屋
の
軒
下
に
捨
て
て
あ
っ
た
生
後
百
日
ほ

ど
に
み
え
る
男
の
子
を
、
私
の
夫
嘉
兵
衛
が
貰
い
受
け
養
育
し

た
い
と
思
い
、
七
郎
右
衛
門
町
一
丁
目
に
あ
る
肥
前
屋
弥
兵
衛

が
管
理
す
る
借
屋
に
住
む
河
内
屋
重
兵
衛
を
保
証
人
に
た
て
、

七
郎
右
衛
門
町
一
丁
目
か
ら
去
年
九
月
三
日
に
お
願
い
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
御
聞
き
届
け
く
だ
さ
り
あ
り
が
た
く
思
い
、
養
育

し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
夫
の
嘉
兵
衛
が
昨
二
十

三
日
に
病
死
し
ま
し
た
。
生
活
が
苦
し
く
子
供
を
育
て
る
の
は

困
難
で
す
。
ま
た
ほ
か
に
世
話
を
し
て
く
れ
る
親
類
も
お
ら
ず

途
方
に
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
せ
が
れ
を
道
修
町
三
丁

目
で
引
き
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ま
し
た
と
こ
ろ
承
知
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
こ
の
件
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
お
聞
き
届
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
ら
そ
の

ご
配
慮
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私
の
町
内
か
ら

も
連
名
で
押
印
し
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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天
明
八
年
二
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

未
亡
人　

し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内
屋
重
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主　

紙
屋
九
兵
衛

　

�

こ
の
件
は
、
河
内
屋
嘉
兵
衛
未
亡
人
し
か
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
て
い
ま
す
と
お
り
、
私
も
承
知
し
て
い
ま
す
。
こ
の
子
供
を

町
内
に
引
き
取
り
た
く
、
未
亡
人
と
同
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
主　

近
江
屋
十
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
病
気
の
た
め
月
行
司

大
坂
東
町
奉
行
様

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
に
あ
る
上
田
三
郎
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

名
義
の
借
屋
の
管
理
人　

伏
見
屋
五
郎
兵
衛

一�

つ
、
夕
方
五
ツ
時
頃
、
私
が
家
守
と
し
て
管
理
す
る
借
家
の
軒

下
に
日
ご
ろ
こ
の
辺
り
を
徘
徊
す
る
二
十
歳
ば
か
り
で
嘉
七
と

い
う
ホ
ー
ム
レ
ス
が
病
気
で
行
き
倒
れ
て
お
り
ま
し
た
。
よ
う

す
を
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
梅
毒
で
体
に
痛
み
が
あ
る
よ
う
に
み

え
ま
し
た
。
薬
を
与
え
て
介
抱
し
て
や
り
ま
し
た
が
歩
く
こ
と

も
困
難
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
を
お
届
け
し
ま

す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
三
月
十
二
日　
　
　
　
　

伏
見
屋
五
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄　

紙
屋
吉
右
衛
門

町
奉
行
様

　
　

�

こ
の
ホ
ー
ム
レ
ス
は
も
と
も
と
天
満
臼
屋
町
に
あ
る
播
磨
屋

次
郎
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
大
仁
屋
清
兵
衛
と
い
う
者
の

せ
が
れ
と
の
こ
と
。父
清
兵
衛
は
去
年
五
月
に
病
死
し
た
が
、

家
を
相
続
す
る
こ
と
が
困
難
で
ホ
ー
ム
レ
ス
に
落
ち
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。こ
の
件
を
口
頭
で
東
町
奉
行
所
に
報
告
し
た
。

高
原
小
屋
に
引
き
渡
す
よ
う
当
番
所
で
ご
指
示
を
う
け
た
。

　
　
　
　

覚

一�

つ
、
昨
夜
五
ツ
時
頃
、
町
内
に
あ
る
伏
見
屋
五
郎
兵
衛
が
管
理

四
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す
る
借
屋
の
軒
下
へ
二
十
歳
く
ら
い
に
み
え
る
嘉
七
と
い
う
ホ

ー
ム
レ
ス
が
行
き
倒
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ぐ
あ
い
を
み
ま

し
た
と
こ
ろ
、梅
毒
で
体
に
痛
み
が
あ
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
町
奉
行
所
に
お
届
け
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
当
番
所

与
力
の
田
中
源
右
衛
門
様
と
関
根
栄
治
郎
様
か
ら
高
原
小
屋
へ

送
る
よ
う
ご
指
示
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
送
り
届
け
ま
し
た
。

以
上
で
す
。

　
　

申
年
三
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　

高
原
小
屋
会
所

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

一�

つ
、
上
人
町
に
あ
る
油
屋
差
兵
衛
名
義
の
借
屋
人
で
内
科
医
師

原
泰
庵
の
弟
子
林
泰
仙
が
、
町
内
の
綷
屋
三
五
郎
名
義
の
借
屋

を
借
り
引
越
し
ま
し
た
。
こ
の
住
所
変
更
を
医
師
帳
に
張
紙
し

た
く
、お
手
数
で
す
が
、こ
の
件
を
お
届
け
し
ま
す
。以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
東
町
奉
行
様

　
　
　

�

上
人
町
と
相
談
し
両
町
が
同
じ
内
容
を
届
け
を
出
し
、
受

理
さ
れ
た
。

　
　
　
　

は
ば
か
り
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
上
人
町
に
あ
る
油
屋
差
兵
衛
名
義
の
借
屋
人
で
内
科
医
師

原
泰
庵
の
弟
子
林
泰
仙
が
、
町
内
の
綷
屋
三
五
郎
名
義
の
借
屋

を
借
り
引
越
し
ま
し
た
。
こ
の
住
所
変
更
を
医
師
帳
に
張
紙
し

た
く
、お
手
数
で
す
が
、こ
の
件
を
お
届
け
し
ま
す
。以
上
で
す
。

　
　
　

申
年
三
月
二
十
四
日　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　

北
組
三
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門
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一�
つ
、
町
内
の
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
家
に
同
居
し
て
い
る
鳥
飼
屋
五

郎
助
は
町
内
に
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
表
口
三
間
一
尺

四
寸
、
裏
行
は
二
十
間
一
尺
七
寸
三
歩
、
こ
の
家
屋
敷
の
役
数

は
一
役
一
分
で
す
。
五
郎
助
は
今
年
正
月
に
病
死
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
家
屋
敷
は
実
子
で
あ
る
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
名
義
に
な

り
ま
し
た
。

一�

つ
、
町
内
に
住
む
小
西
半
兵
衛
は
過
書
座
年
寄
役
を
勤
め
て
い

ま
す
。
こ
の
職
務
の
た
め
摂
津
国
平
田
に
あ
る
船
番
所
に
詰
め

て
お
り
ま
す
。
留
守
中
の
代
判
人
は
別
家
の
手
代
で
町
内
に
あ

る
伏
見
屋
六
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
小
西
嘉
助
が
勤
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
嘉
助
は
代
判
人
を
退
き
、
後
任
は
別

家
の
手
代
で
同
じ
借
屋
に
住
む
小
西
宇
兵
衛
が
勤
め
ま
す
。

こ
の
変
更
内
容
を
水
帳
絵
図
に
張
紙
し
た
く
、
お
手
数
で
す
が
お

届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
四
日　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
東
町
奉
行
様

　
　
　
　
　
　
　
　

�

鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
同
居
人
鳥
飼
屋
五
郎
助
の

死
後
、
実
子
忠
兵
衛
名
義
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
家
屋
敷
の
分
類
は
町
内
持
直
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

過
書
座
年
寄
役
を
勤
め
る
。
こ
の
職
務

の
た
め
摂
津
国
平
田
の
船
番
所
に
詰
め

て
い
る
。
留
守
中
の
代
判
人
は
別
家
手

代
で
町
内
の
伏
見
屋
六
兵
衛
名
義
の
借

屋
に
住
む
小
西
嘉
助
が
退
き
、
別
家
手

代
小
西
宇
兵
衛
が
後
任
の
代
判
人
と
な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
四
日

　

右
は
水
帳
張
紙
控
の
文
面

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門
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一�

つ
、
町
内
の
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
の
家
に
同
居
し
て
い
る
鳥
飼
屋
五

郎
助
は
町
内
に
家
屋
敷
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
五
郎
助
は
今
年

正
月
に
病
死
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
家
屋
敷
の
相
続
者
は
決
ま

ら
ず
、
先
月
十
九
日
に
は
宗
旨
巻
に
名
前
人
の
印
鑑
を
押
さ
ず

注
記
を
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
名
義
人
は
実
子
で
あ
る
鳥
飼
屋

忠
兵
衛
に
な
り
ま
し
た
。
忠
兵
衛
は
町
内
で
家
屋
敷
を
所
持
す

る
者
と
し
て
自
ら
文
書
に
捺
印
し
ま
す
。

一�

つ
、
町
内
に
住
む
小
西
半
兵
衛
は
過
書
座
年
寄
役
を
勤
め
て
い

ま
す
。
こ
の
職
務
の
た
め
摂
津
国
平
田
に
あ
る
船
番
所
に
詰
め

て
お
り
ま
す
。
留
守
中
の
代
判
人
は
別
家
の
手
代
で
町
内
に
あ

る
伏
見
屋
六
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
小
西
嘉
助
が
勤
め
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
嘉
助
は
代
判
人
を
退
き
、
後
任
は
別

家
の
手
代
で
同
じ
く
伏
見
屋
六
兵
衛
名
義
の
借
屋
に
住
む
小
西

宇
兵
衛
が
勤
め
ま
す
。

こ
の
変
更
内
容
を
宗
旨
巻
の
該
当
箇
所
に
注
記
し
た
く
、
以
下
そ

の
文
面
を
以
下
に
記
し
て
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
四
日　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

大
坂
町
奉
行
様

　
　
　
　

町
内
に
掛
屋
敷
を
持
つ
鳥
飼
屋
忠
兵
衛
方
に
同
居

　
　
　
　
　
　
　

三
月　
　

二
月　
　
　

鳥
飼
屋

　
　
　
　
　
　
　

□　
　
　

無
印
○
○
○　

五
郎
助　

○

実
子
鳥
飼
屋
忠
兵

衛
名
義
に
な
る
。

町
内
持
直
判
。

家
主
五
郎
助
は
先
月
死

亡
。
相
続
人
は
未
定
。

借
屋
の
管
理
は
町
年
寄

と
五
人
組
が
行
う
。

　
　
　

�

家
の
名
義
人
小
西
半
兵
衛
は
過
書
座
年
寄
役
を
勤
め
る
。

こ
の
役
務
の
た
め
摂
津
国
平
田
の
船
番
所
に
詰
め
て
い

る
。
留
守
中
の
代
判
は
別
家
手
代
で
町
内
の
伏
見
屋
六
兵

衛
名
義
の
借
屋
人

　
　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　
　

十
一
月　

小
西

　
　
　
　
　
　

○　

○　

○　

○　

○　
　
　
　

嘉
助　

○

　
　
　
　
　
　

□代
判
嘉
助
が
退

き
、
後
任
の
代
判

は
伏
見
屋
六
兵
衛

名
義
の
借
屋
住
人

小
西
宇
兵
衛
。

天
明
七
年
十
一
月
か
ら
こ

の
年
寄
役
在
任
中
、
一
役

御
免
被
為
被
仰
付
を
指
示

さ
れ
る
。
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お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

一�

つ
、
今
年
正
月
二
十
四
日
夜
、
私
名
義
の
借
屋
の
軒
下
に
生
後

三
十
日
ば
か
り
に
み
え
る
女
児
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
た
だ

ち
に
捨
子
の
届
け
を
出
し
町
内
で
養
育
し
て
お
り
ま
し
た
。
大

屋
四
郎
兵
衛
様
の
御
代
官
所
が
管
轄
す
る
摂
津
国
東
成
郡
天
王

寺
村
内
の
南
堀
越
町
に
住
む
百
姓
庄
左
衛
門
が
こ
の
女
児
を
養

子
に
も
ら
い
養
育
し
た
い
と
申
し
ま
す
。
ち
な
み
に
庄
左
衛
門

の
女
房
は
今
年
正
月
に
無
事
出
産
し
た
男
児
を
亡
く
し
ま
し
た

の
で
、
母
乳
が
十
分
に
出
ま
す
。
ま
た
今
年
八
歳
に
な
る
男
の

子
が
一
人
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
庄
左
衛
門
に
や
ろ
う
と
考
え
、

同
所
百
姓
伊
兵
衛
を
保
証
人
と
し
て
伴
い
お
願
い
に
参
り
ま
し

た
。
こ
の
養
子
願
を
お
聞
き
届
け
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
三
月
二
十
七
日　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄

右
の
通
り
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
り
大
切
に
養
育

し
ま
す
。
ど
う
か
養
子
に
く
だ
さ
い
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
以

上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

大
屋
四
郎
兵
衛
様
御
代
官
所
が
管
轄
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　

摂
津
国
東
成
郡
天
王
寺
村
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　

南
堀
越
町
百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
い
主　
　

庄
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　

右
に
同
じ　
　
　
　

百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
証
人　
　

伊
兵
衛

東
町
御
奉
行
様

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
町
年
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気
の
た
め
月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
庄
兵
衛

　
　

北
組
三
番

一�
つ
、
加
賀
屋
弥
一
郎
は
道
修
町
一
丁
目
の
加
賀
屋
弥
三
右
衛
門

方
に
同
居
し
て
い
ま
す
が
本
町
に
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
ま

す
。
弥
一
郎
は
こ
の
た
び
髪
を
剃
っ
て
宗
渓
と
改
名
し
ま
し

五
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た
。
た
だ
し
家
守
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
吉
川
屋
吉
兵
衛
が
勤
め

ま
す
。

　

�

こ
の
内
容
を
水
帳
絵
図
に
張
紙
し
た
い
の
で
、
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
お
届
け
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
庄
兵
衛

大
坂
西
町
奉
行
様

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
加
賀
屋
弥
一
郎
は
道
修
町
一
丁
目
の
加
賀
屋
弥
三
右
衛
門

方
に
同
居
し
て
い
ま
す
が
本
町
に
家
屋
敷
を
所
持
し
て
い
ま

す
。
弥
一
郎
は
こ
の
た
び
髪
を
剃
っ
て
宗
渓
と
改
名
し
ま
し

た
。
た
だ
し
家
守
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
吉
川
屋
吉
兵
衛
が
勤
め

ま
す
。

　

�

こ
の
内
容
を
宗
旨
巻
に
追
記
し
た
く
、
そ
の
文
言
を
次
に
記
し

ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
以
上

で
す
。

　
　

天
明
八
年
四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
正
兵
衛

大
坂
町
奉
行
様

　
　
　
　
　
　
　

名
義
人
の
加
賀
屋
弥
一
郎
は
道
修
町
一
丁
目

　
　
　
　

他
町
持

　
　
　
　
　
　
　

�

加
賀
屋
弥
三
右
衛
門
方
に
同
居
。
代
判
は
管
理

人
で
町
内
に
あ
る
弥
一
郎
名
義
の
借
屋
に
住

む
。

　
　
　
　
　
　

三
月　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
屋

　
　
　
　
　
　

○　

○　

○　

○　

○　
　
　
　

吉
兵
衛　

○

　
　
　
　
　
　

名
義
人
弥
一
郎
は
髪
を
剃
り
、

　
　
　
　
　
　

宗
渓
と
改
名
。

　
　
　
　

覚

肥
前
唐
津
藩

一
つ
、
米
百
石　
　
　

申
年
二
月
分

同一
つ
、
同
じ
く
百
二
十
六
石
六
斗
六
升　

同
年
三
月
分

右
は
水
野
左
近
将
監
殿
の
蔵
屋
敷
に
入
荷
し
た
米
の
石
高
に
ま
ち

が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
元
道
修
町
三
丁
目
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申
年
四
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　

こ
の
書
類
は
月
ご
と
に
記
載
し
二
枚
に
し
て
提
出
し
た

安
治
川
口
と
木
津
川
口
の
澪
標
を
建
て
替
え
る
費
用
を
、
例
年
通

り
船
積
問
屋
と
船
宿
に
割
り
付
け
た
い
旨
を
廻
船
年
寄
が
願
い
出

て
き
た
の
で
、
町
内
の
船
積
問
屋
の
名
前
書
を
廻
船
会
所
に
提
出

す
る
よ
う
、
惣
会
所
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　

家
持

一
積
問
屋　
　
　
　
　

小
西
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
屋
伊
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
飼
屋
忠
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
屋
半
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊
国
屋
仁
兵
衛

　

右
の
と
お
り
で
す
。
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
年
寄

　
　
　

申
年
四
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　

紙
屋
吉
右
衛
門

　
　
　
　

廻
船
会
所

　
　
　
　

は
ば
か
り
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
一
年
交
代
で
長
崎
に
出
張
さ
れ
る
御
勘
定
所
の
御
勘
定
方

と
御
普
請
方
の
御
役
人
様
が
大
坂
滞
在
中
の
宿
所
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
町
会
所
が
御
用
宿
を
命
じ
ら
れ
、
順
番
に

勤
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
俵
物
会
所
を
宿
所
と
し
、
食
事

等
の
準
備
も
御
自
身
で
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
以
外
は
何
で

あ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
し
た
が
い
、
伏
見
か
ら
乗
船
し
八

軒
家
に
ご
到
着
の
際
、
御
用
宿
を
つ
と
め
る
町
の
町
年
寄
が
出

迎
え
る
と
と
も
に
宿
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
人
足
を
用
意
す
る
こ

と
、
御
用
宿
に
ご
滞
在
中
、
大
坂
城
代
様
や
町
奉
行
様
の
所
へ

お
出
か
け
の
際
、
道
案
内
の
者
と
町
年
寄
が
同
行
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
ご
滞
在
中
は
昼
夜
と
も
町
年
寄
ら
が
一
名
、
雑
用
係
の

五
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人
夫
一
、
二
名
を
御
用
宿
に
詰
め
切
り
と
し
、
尼
崎
か
ら
長
崎

に
向
か
う
と
き
も
案
内
の
者
を
出
し
、
大
坂
か
ら
伏
見
行
き
の

船
に
乗
船
す
る
と
き
も
同
じ
ご
指
図
を
う
け
て
も
支
障
な
い

か
、
有
り
無
し
の
返
答
を
申
し
上
げ
る
よ
う
ご
指
示
を
受
け
か

し
こ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
各
町
内

の
出
費
も
減
り
ま
す
。
ま
っ
た
く
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
関
係

者
一
同
あ
り
が
た
い
く
存
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
次
第
で
す
の

で
、
御
用
宿
一
同
、
同
意
書
に
署
名
捺
印
し
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
四
月
十
五
日　
　
　

北
浜
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

過
書
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
木
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
川
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
橋
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尼
崎
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
麗
橋
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
人
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
軒
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
豆
葉
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
郎
右
衛
門
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
天
満
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

呉
服
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

四
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

五
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目
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同　

三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

淡
路
町
一
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
鍋
屋
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
町
々
の
町
年
寄
連
印

　
　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

　
　
　
　

お
そ
れ
な
が
ら
口
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
修
町
三
丁
目
紙
屋
与
左
衛
門
家
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
十
右
衛
門

一�

つ
、
去
年
七
月
二
十
四
日
夜
、
私
が
管
理
す
る
借
屋
の
軒
下
に

男
の
子
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
斎
藤
町
の
紙
屋
九
兵
衛
が
管

理
す
る
借
屋
に
住
む
河
内
屋
嘉
兵
衛
が
こ
の
子
を
貰
い
受
け
育

て
た
い
と
申
し
ま
す
。
そ
こ
で
同
年
九
月
三
日
に
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
ご
許
可
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
年
二
月
二
十

三
日
に
嘉
兵
衛
が
死
亡
し
ま
し
た
。
遺
族
は
困
り
果
て
養
育
が

困
難
に
な
り
、
こ
の
子
を
引
き
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
町
内
に
頼

ん
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
二
十
四
日
に
捨
子
の
貰
い
主
で
あ

る
嘉
兵
衛
の
未
亡
人
ま
さ
が
町
奉
行
所
に
願
い
出
て
受
理
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
町
内
で
引
き
取
り
養
育
し
て
お
り
ま
し
た
と

こ
ろ
、
こ
の
た
び
竹
中
主
水
様
の
御
領
地
摂
津
国
下
島
郡
吹
田

村
の
百
姓
差
兵
衛
が
貰
い
受
け
育
て
た
い
と
申
し
ま
す
。
こ
の

差
兵
衛
の
女
房
は
今
年
三
月
に
無
事
出
産
し
た
男
児
を
亡
く
し

ま
し
た
こ
と
か
ら
母
乳
が
た
く
さ
ん
出
ま
す
。
夫
婦
に
は
こ
の

他
今
年
六
歳
に
な
る
女
の
子
が
一
人
お
り
ま
す
こ
と
も
あ
り
、

養
子
に
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
保
証
人
と
し
て
土
井

大
炊
頭
様
の
御
領
地
摂
津
国
西
成
郡
上
中
島
の
北
大
道
村
百
姓

源
兵
衛
を
連
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
。

こ
の
養
子
願
を
お
聞
き
届
け
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
四
月
二
十
三
日　
　
　
　

近
江
屋
重
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
年
寄
病
気
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
行
司　

伏
見
屋
正
兵
衛

右
の
通
り
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
に
わ
た
っ
て
大
事
に
育

て
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
子
を
私
に
く
だ
さ
い
。
ご
許
可
い
た
だ
け

五
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れ
ば
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
以
上
で
す
。

　
　
　
　
　
　

竹
中
主
水
様
御
領
地
摂
津
国
下
島
郡
吹
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貰
い
主　
　

差
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
井
大
炊
頭
様
御
領
分
摂
州
西
成
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
中
島
北
大
道
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
証
人　
　

源
兵
衛

　

町
奉
行
様

　
　
　
　

は
ば
か
り
な
が
ら
口
上

一�

つ
、
一
年
交
代
で
長
崎
に
出
張
さ
れ
る
御
勘
定
所
の
御
勘
定
方

と
御
普
請
方
の
御
役
人
様
が
大
坂
滞
在
中
の
宿
所
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
町
会
所
が
御
用
宿
を
命
じ
ら
れ
、
順
番
に

勤
め
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
俵
物
会
所
を
宿
所
と
し
、
食
事

等
の
準
備
も
御
自
身
で
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
以
外
は
何
で

あ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例
に
し
た
が
い
指
図
を
う
け
て
も
支
障

な
い
か
、
有
り
無
し
の
返
答
を
申
し
上
げ
る
よ
う
ご
指
示
を
受

け
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
各

町
内
の
出
費
も
減
り
ま
す
。
ま
っ
た
く
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
関
係
者
一
同
あ
り
が
た
い
旨
の
返
答
書
を
差
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
、
町
会
所
で
の
お
世
話
は
二
つ
の

町
で
勤
め
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
俵
物
会
所
に
出
向
い
て
お

世
話
を
す
る
町
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
順
番
で
二
町
ず
つ
町
役

人
が
出
向
き
、
御
案
内
役
な
ど
を
勤
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。
こ

の
こ
と
を
書
面
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

以
上
で
す
。

　
　

天
明
八
年
四
月
二
十
九
日　
　

三
十
二
町
町
年
寄
連
印

　
　
　
　
　

惣
御
年
寄
中

五
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